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合
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新
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ぶ
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と
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受
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具
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と
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表 1 ｢今後の国際物流施策の課題｣ を受けての具体的施策の展開
(平成17年 7 月19日 国土交通省国際物流施策推進本部 ･道路局関連部分のみ抜粋)

｢今後の国際物流施策の課題｣ 担当局 ｢今後の国際物瀦施策の轢園を受けての具体的施策 実施スケジュール
3 国内外の物流ネットワークの搜鰤
①国内トランク輸送との円滑なネットワークの構築
(主萎港愁空港へのアクセス道路、大型車の遊行可能滝脇の拡大と情

報提供)
フル積載国際海上背高コンテナが、国際物流熾酪の観点から顛な港

湾空港と物流拠点とを積替え無しでドア･トヴドアで走行できる道路ネット
ワークを戦略的に構築するとともに、これらの道路ネットワークを補完する
道路における走行条件については、これまで以上に分かりやすく情報提供
を行う.
具体的には、大都市における環状道路の鑿餓、大型車の遊行可能な道

路の範囲拡大のための橋梁の縞強などを通じて、規格の高い過路を中心と
する道路ネソトワークにおけるボトルネックを解消するとともに、国際物流戦
略の観点から重要な空港港湾への接続l生を改善ず劉ほか、物流橈点へ
のアクセス道路の整備、貨物用駐車施設の離婚鐵能向上を通じて物流鎚
点の蹴能強化を促進する。
また、平成15年10月に大型車の総重量規制の緩和、16年2用こ車高

制限の緩和を実施し★こが、これらの大型車の通行可能な道路について、ウ
ェブサイト等を活用して分かりやすい情報提供に努める一方、遺職鋳造の
想定を超える車両の走行は橋梁や舗装の寿命を縮める等、進路に甚大
な悪影響を与えるため、適切な通行を求めを

幽
都市･蚫始窪贋局

･国際標準コンテナが国嬢物流聯の観点から顔要な港濱等と物
流拠点とを積替え無しで走行できる道路ネットワークを戦略的lご
構築する.
‐高速道路や損状道路の整備-こより不連続区間(ミッシングリン
ク)を解消する.重き高さ指定道路の指定状況の再点検見
直しを実施し、大型車の通行可能な道路ネットワークを明示す
るとともに、大型車に対応するソフト,ハードの対策を推進し、
国際物流のボトルネックを解消する.

‐特殊車両通行許可軽諦手続きについては引き続きペーパー
レス化、ワンストップサービスを推進するとともに、ウェブサイト
等を活用してわかりやすい情報提供を行う.

‐多様で弾力的な料金施策を実施して規格の高い道路の利用
を促進し、迅速･効率的で環境負荷のり･れ、物流体系の構築
を困る.

- ETCを活用したlCを増設してIC間隔を箙ぬICへのアクセス
道路の窒欄こより、物流拠点と高速道路の結節性を高め、迅
速な輸送を可能にする.

‐ICから拠点的な空港港湾等への10分アクセス袖こついて、
現在の6割程度から向上を図る.

‐物流拠点や幹線道路で発生する荷待ちのための時間調整や
運転手の休憩など貨物自動車の駐車需要に対応するため主
にトラックが利用する駐車場の整備を促進する.

･国際物流の端末を担う都市内物流においては、都市内幹線道路
の整備や地区物流の効率化等を促進し、都市交通の整序を因
り、より良い街づくりと整合した施策が求められる.
‐都市内物議交通を円滑化し、効率的なネットワークを形成す
るため、都市内幹線道路においてボトルネック踏切の対策を
推進する。

大型車の通行可能な道路
ネットワークについては平
成17年度中に緊急に解消
すべきボトルネック区間を
確定
平成18年度以降この区間
について重点的にボトルネ

ック解消への取組を推進
三大都市圏の遺銘整備に
ついては、『国際競争力強
化のための施策のロードマ
ップ及び展開の方針｣を参
照

平成18年度よりオンライン
申請サービスを開始、平成
t7年度にウェブサイトの改
良を行い、指定道路の情報
も分かりやすく提供
今後、逐次新規の指定道
路を追加更新

高速自動車国道の料金に
ついては平成16年11月
から平成17年4月にかけ

函驚議臘とした総
平成17年度に有料進路に
おける政策的な料金設定
の試行及び地鮫における
課題解決製社会実験を実
施
平成18年度も引き続き実
施について検討

平成"年7月1日現在27
箇所でSA･PAに接続する
スマートICの社会実験を実
施中

平成17年度に新潟空港
苅田港･四日市港への10
分アクセスを達成
平成18年窟と姫路港への
10分アクセスを達成
平成19年度までにアクセ
ス率68%を目指す

平成17年度より候補地等
の調査を実施

ボトルネック踏切約亀00
0箇所を平成22年度まで
に半減することを目指して
推進

道行セ 2005.9 5



『今後“-貨物為輪この課題｣
都市内建築物における荷捌き施設の附置-こより、都市内物流

を改善する.さらに繃きのための駐車施設について、地方公
共団体が制定する駐車場附置義務条例への位置づけを促進
する。これらも含ぬ地元が主体となったまちづくりと一体的、
継続的な取り組みを支援する。

平成6年に改正した｢標準
駐車場条例｣に基づき、平
成16年3月31日現在29
自治体の条例とおいて荷
捌き駐車施設を位置づけ
今後、各自;合体の条例こ
おいて繃き駐車煽の位
置づけを促進

頭隣港湾間の連携強化に資する道路ネットワークの整髓)
また、近隣港湾間の連携の強化のため、周辺道路や埠頭間の通路ネット

ワークの整備を進める必要がある.さらに、国様拠点空港と都心部の物流
施設との間ではフオワーダーやインテグレーター-こより多額度のトラック輸
送が行われているが、輸送の共同化等による効率化を検討する必要があ
る。

欧簑皺括剛
道路局
自動車交通局
滋養局

･企業の合理的な拂送経路の選択に対応するため、東京港にお
ける臨海道路二期事業、大腋港における夢洲トンネルの整備等
近郊の生産拠点･物流拠点のアクセス強化に加え、疑点的な空
港港湾間の最邊な選択を可能にする高速道路ネットワークの整

備を推進する.

･国際拠点空港と都心部の物流施設との間のトラック輸送の効率

化に向け、関係者による調査委員会を立ち上げ、輸送の共同化
等に関する検討を行う,

平成17年度より得願の
整備時期に併せた整備を
実施

平成17年度に調査委員会
を設置し、検討

② 内航海運･鍛造輸送等との円滑なネットワークの構築
′ ･

鎚満と他のモードとの円滑な接続)
加えてこれら港湾と、その周辺にある鎌道貨物駅、空港、トラックターミ

ナル等の物流拠点とのアクセスを容易!こし、貨物特性や荷主ニーズに応じ

て、国内区間の最適な輸送システムが選択できるようにする必要がある.
特に、鍛造については、主実需:‐ ≦ ･嚇溪;】高弘露草やトップリフタ

ー(大型荷役機械)の搜備、輸送スペースの最人活用の〆-めの歓送員物情
報システムの整備、大型高親権鉄道コンテナの導入の促進等を進めるほ
か、港湾ターミナルと貨物鉄道ターミナル間の横持ち及び積替えを円滑に
行うため、例えば、アクセス迄◇熱%/ザ舞矢"の壷拂等学Jい(検討づること
が必要である。また、車両の老朽化等によ乏蛉壁讐胄翁蕊仕を圓軒L 荷
主企実の信頼を確保するため、磯間麻貨車母合丈れ“族貞さす刹髪期‐進
める必輳があをき朝こ、12フィート鉄道コンテナ(50 3個をラックコンテナ
でひとつにまとめて40フィート海上コンテナ扱いをすることにより海陸の国
隙複合一貫輸送を行うなど、新しい輸送システム作りを今後とも推進する必
翌がある.

趣園
総合政策局
道路局等

◎主要幹線区間の貨物鉄道輸送力増強
･幹線物流の大動脈である山陽線朝こおいて、コンテナ貨車の長
編剛ヒヘの対応等の輸送力増強を因を

･時速130kmで走行可能なグリーンエクスプレス(新型交直流高
速貨物電車)の導入により、高速輸送による輸送力増強を国る.

(2)鑓蘭車･貨車の更新の促進
,高性能機関車･食事や省エネ効果を持つ綱車への取替に対
する支援鮒こより、老朽化した機関車･貨車の更新を促進すを

(3)輸送サービスの質的向上
･国際海上コンテナの鉄遺戴送が可能となる大型荷役機械の整
鱒やlT事活用した列車特約システムの改割こより輸送力の有効
活用を困る。

(4)アクセス道路やデポ機能の整錨等
･空港港湾、駅等の拠点及び高速道路等並び【ここれらを相互に
接続するアクセス道路を整備するとともに、ミッシングリンクの解
消など道路ネットワークの整備を推進する.

･港漕と貨物鉄道ターミナル間の横持ち及び積替えの円滑化に資
するデポ施設(コンテナ買物一時蔵嵐積卸し施設)整備を促進

する.

(5)大型高規格鉄道コンテナの導入の促進等
･グリーン物流パートナーシップ会議を通じて先進的モデル事業の
支援や事業普及の支儼を図る.また、通達事業者団体IEよる大
型高規格鉄道コンテナの普及事業やシームレスな国際複合一貫

輸送等の取組を推進する.

山瀬線については平成14
年度より事案を実施中であ
り、平成f8年度に完成

平成18~ 20年度に車両
を開発

平成18年度より実施

平成17年度中に新しいコ
ンテナ情報システム｢汀フレ
ンス&トレース｣を全曲稼
働

平成17年度より鎚点整備
とアクセス進路整備を連携
して実施

平成18年度より整櫨を実
施

平成17年度より実施

4 一…‐M L制するロジスデイクコM h -]気t
]h

①国際物流｢ロジスティクス･ハブ｣の形成
(港湾流通拠点地区等における施設整備の促進)
また、上記の｢流通業務総合効率化促進法｣に定める港湾流通槌点地区

については、民間事業者の流通業務施設の適切な立地･誘導を因るため、
コンテナターミナルと背後の当該地区との一体的整饉･運用に取り報む必

要がある.具体的には、賞物繁配送艶点施観流通加工施設等の流通桑務
施設の整備促進国際コンテナ貨物の一時祓置等のための施設鱒物鉄道
輸送との円滑な積替えのためのデポ椴能の整備、コンテナターミナルと港
湾流通拠点地区との連絡進路等、関連する港湾施設の整饑推進が必要で
ある。同様に国際物流を視野に入れたロジスティクスを円滑に実施する観
点から、国際空港、主要な高速道路、鉄道駅の周辺についても、同様の鑓
点地区の導入を検討する必要がある.
その隙、民間の物流サービスの高蘭tを准進するため、これらの流通藥

務施設の整備や自動ラック、情報処理システム、ICタグ等の導入lに対して
は、その推進を図るため、支援制度の充実についても検討する必要があ

総台数策國
道路局
鉄道局
港湾局
航空局

=港湾流通繞点地区における施設塾鯆の促進

⑨高度な物流サービスの提供が可能な流通業務施設の整備促
進
･国際コンテナターミナル背後の港酒流通拠点地区において流通加工
機熊在庫管理機能、クロスドック徴鰍ぼど高度な物流サービスを提
供し、鱗論iこさlは･ふまゐ#…ふ‘…拌織葭1=#!#

艘は、物流濁り蟹ヒや環境負荷の軽減に大きく貢献する施設である。
このため、臨港道路、休憩所などの所要のインフラ施設の整備と併
せて、これら施設の整備に対する支援を行い港湾流通拠点地区-とお
け耕を定琥逼業務施設の立地を膀導する,
また、コンテナターミナルと港湾流議拠点地区との一体的な整備
運用を図るため、46フィートコンテナなど特殊コンテナの輸送が可
能な連続遠路の整饑の促進策を検討する。

平成18年度より整備を推
進

6 道オテセ 2005.9



｢今後の国際物流施策の課題｣ 担当局 ｢今後の国際物流施策の課題｣を受けての具体的施策 実施スケジュール
る。 ②流通の効率化を促進させるための貨物取扱施設等の整髄促進

lコンテナ貨物の輸送効率化を進めるべく港湾間のコンテナ簿物
の横もち輸送の迅速化や空コンテナ輸送の効率化を促進するた
め、スーパー中枢港湾以外の荷主や物流事業者からのニーズが
ある港湾におし、ても、共同デポの整備を促進する.

･港湾発着国際コンテナ貨物の港湾と国内各地間の強調こおし、
て、定時性の確保の観点、長距離輸送のコスト軽減化の観点な
どから紙道を活用するニーズが高まっており、流通の効率化に資
する臨港鉄道の貨物積卸しデポ施設(コンテナ貨物積卸し施設、
コンテナヤードなど)の整備を促進する.

(2)国際空港朝こおける施設整備の促進
･国際空港周辺等において行われる民間の国謀物流サービスの
高度化を推進するための調査や、流通螂施設の整備雛に対
する刻受を行う.

スーパー中枢港湾につい
ては平成"年度、それ以
外の港潮こついては平成1
8年度より整髄を促進

平成娑8年痰より整備を促
進

平成17年度より調査に着
手、平成健年度より施設
接僞等への支援を実施

③国際拠点空港におけるロジスティクス機能向上に向けた公共的施設運
営の改善

)】.--【一 - -【 .-

に絲…▲凸奉勢塞げる利用高利正"向上)
我が国の国際拠点空港は、アジアの主要空港に比べて、着陸料、上屋

利用料等の空港施設使用料が高く、また、都心部からの距離があり、空港
アクセスのための時間とコストの負担が大きなものとなっている.成田国瞭
空港においては、開港当時からみると著しく航空貨物取扱量が増大してい
るゐく、空港敷地の制約もあり、貨物地区が複数に分散して整備されてき烏
また、空港内外の貨物取扱施設周辺の進路混雑が問題となっている.
回瞭拠点空港の国際競争力を維持し、利用者に使いやすい空港とする

ためには、需要増棚こつなげる方向で、施設使用料金等の見直しを図って
いく必要がある.また、国においても、税関等の執務時間の延長や臨時開
庁手数料の引下げが行われてきたが、引き続き改善萎望に応える措置を
検討する必要がある.

鰯
道路局
CiQ

師成田国際空港
･空港周辺の道路ネットワークに制するボトルネックを解消するた
め、空港周辺において効果的な混雑緩和対策を行い、国際物流
拠点としての饅能強化を図る.

･空港内禽物地図贄内道路の混雑緩和対策として、これまでもトラ
ック待機場の整備、貨物地区への従菜員通勤車両の乗り入れ規
制.交通勒線の見直し等対策を実施してきているが、引き続き、
関係者と協議を行いつつ、ソフト対策を含め空港内貨物車両の
走行円滑化対策を実施していく.

(2)関西国際空港
･関西国際空港の利便性の向上や効率的な国際物流ネットワーク
の樒築を図る観点から、引き続き、国際酪隷の充実に努めるとと
もに、トータルの利用コストの低減方策や連絡橋を含むアクセス
改善lとついて検討を進めを

成田国際空港へのアクセ
スを強化する国道464号
北千葉道路について、平成
17年度に新規事業化し、
整備を推進中
空港南部の物流拠点と高
速道路のアクセスを強化す
る東関東道の新設C(仮
称)酒々 井IC及び国道29
6号と接続する県道富里
酒々 井線について、平成1
7年度に新規事築化し、整
備を推進中
空港西部地域の渋滞解洞
のため、国道409号富里
拡幅として、富里IC付近の
4車線化事業を推進中
芝山千代田交差点付近の
渋滞を解消し、空港南部こ
立地する物流拠点と空港と
のアクセスを強化する県道
成田松尾線の鑿嫡を推進
中

定期的に関係者と協襞の
上必要な対策を実施

平成17年6月に設置され
た地元の産学官からなる
｢国際物流戦略チーム｣と
連携して検討

6 国際物流に係る環境問題等への対応
(グリーン物流パートナーシップの推進)
国際物流及びこれに接続する国内区間の輸送システム密封築するに当

たっては、環境負荷の鰻潮こついても、十分な配慮が必要である.物流を
効劉ヒすることは、環境負荷の鎚減こも資することが多く、経済と燎境の両
立を目指すことが必要である.国土交通省としては、経済産業省、日本経
団連、糊奔逸、日本ロジスティクスシステム協会と連携して、｢グリーン物廣
パートナーシップ会議｣を設立し、荷主企業と物流企業のパートナーシップ
の下に、モーダルシフト、3PLの拡大、物流地点の効率化、低公害車の導
入、エコドライブ等を推進し、環境負荷の小さい物流体系の蕊賓築を目指すこ
ととしている.国際物流に関連する国内物流分野においても、新技術の活

隙策統括官l
各局

･平成17年4月26日に第1回グリーン物流パートナーシップ会議
を開催し、事業調整･評価W G、C02排出鎧算定W G、広報企圓
W Gの3つのワーキンググループを立ち上げた。
今後、これらワーキンググループを活用し、フィージビリティの高
い事業の中からパートナーシップ会議の中で推進すべきモデル
事案を選定し補助金による支援者形ほか、C02削減量の簡易
薪十卿マニュアルの策定、優良事例の選出PR等を行っていくこと
とする。さらに、C02排出削減に向けた取組みの全国的な普及
を図るため、地方ブロックことに地方版グリーン物流パートナーシ

ップ会議を設置し、普及事案の発掘調査簿を進めることとする.

平成17年度に発足したパ
ートナーシップ会離を活用
して事案を推進
平成↑8年度に事樂を拡充

道行セ 2005,9 7



用ゞ * " Gぬずん先廷翻取極み殺すフウー対‐あっては、補助金による支

援を行うとともに、C02削減畳の簡易計算マニュアルの普及、優良事例の

PRに取り組むこととする.

担当局 ｢今後の国際物流施策の課題｣を受けての具体的施策 実施スケジュール

国際的な環境問題への対応)
京都議定書は、国内におけるC02削減を対象としているが、地球環境の

保護の見地からは国際物流分野についてもC02削減に努めるとともに、
海洋汚染の防止、有害廃棄物の鱸境移動の防止といった環境間園につい

ても適切な対応が必要である。
また、鉄くず、廉プラスティック等の循環資源活用のための静脈物流が注

目されており、我が国こおいても、北九州の礬誰地区を始め、港湾背後にリ

サイクル施設が鱒資したりサイクルポートが雑費されつつあを今後、アジ

ア域内においても、循環資源の国際輸送が増加することが華離れるが、
適正な麹理輸送を確保した効率的な静脈物流システムの構築を進めると

ともに、リサイク′レポート等において国際欝脈物流に対応した機能の充実を

図る必要がある.

各局 ･物流拠点や幹線道路で発生する荷待ちのための時間調整や運

転手の休憩など貨物自動車の駐車需要に対応するため、主にト

ラックが利用する駐車鰯の整備を促進する。

･資源の鑓環利用を図るため、循環資源を扱う岸壁等の港湾施設

整鱒を推進するとともに、民間事業者等が行う猿轡保管施設等

の施設費圏を支援する。

,循環資源を輸出するための外資ターミナルの拠点{ヒ、大型化、
品錢管理の強化や循燎資源の情報共有化等、国際約縣物流シ

ステムについて挨請ずる。

･船鈴運航に起因する環境汚染の防止を確実にするためのバラ

スト水管理条約、船舶有害防汚方法規則条約の発効を副旨ず。
また、シップリサイク′K船舶のスクラップ及びリユース)に係わる

諸問題の解決のため、【MOにおける国際的枠組みづくりの取り

組み盤韮逸する.

･ IM O加盟国監査の受入を契盤として、我が国こおける船舶検査

等執行部門においてISO9001に凖擬した駿格な品質管理シス

鷲嬢鮪鍵総轢品鱒高塵I略図ることで･老齢船簔

※実施スケジュール欄中、平成18年度以降の施策については、予算措置の検鮒を縦、実施夕るものを含む。
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~ 効率的で環境こ優しい国際 ･国内物流の実現~ 鷺複泌讓幽　 　　 　　 　　　　 　　　 　　 　 　　　 　 　 　 　 　

く背景>

0国際物流に対応した道路ネットワークの不足

①主要な港湾等と主要物流拠点間を国際標準コンテナ車が
積み替えなく輸送できる道路ネットワーク(国際物流基幹
ネットワーク(仮称))の構築鼈明示･東アジア等との国際競争や企業の海外流出-に対する懸念

0都市内における貨物車の環境負荷が大きい。
･高速道路を利用しない貨物車や生活圏内で移動する貨物
車の積載効率が惑い。
(貨物車の空術率)

“年度中にポ

トルネツク対策
箇所を確定

18年度以降、対策実施。
特に、スーパー中枢港湾に係るボトル
ネックは概ね5年以内に解消を目指す。

"貨物車の市街地流入･駐車の問題が解消しない。
<課題>

②道路の有効活用による物流効率化･環境負荷低減
‘料金施策やスマート1 C設置による規格の高い道路の活用促進。
･公共工事(直轄工事)におけるC 0 2の削減対策として、グリ｣ン調達
や総合評価における輸送方法の工夫促進。

･物流拠点周辺の駐車需要を吸収する貨物用駐車場の整備促進。
③ハード･ソフト一体となった市街地流入や駐車の削減
･物流事業者･荷主の連携による、共同輸送等の物流効率化の促進
･物流事業者、警察等と連携して設置する協議会の活動支援･促進

0国際物流に対応した道路が明示されていない。
0貨物車大型化に対し橋梁等のボトルネックが存在。
･橋梁の強度不足等により重要ルートにおける国際標準
コンテナ車のボ “しネック : 約50箇所

0ハード熱ソフト一体となった都市内物流対策が必要。
例)駐車場◇･一ド)の確保と運用体制(ソフト)の確立 等

図 l

　　　　　

　

　
　

漢
〆
翅
行賞

　　　　　　　　　

　　　
　　　　 ず/

　 　　　　　　 　 　　 　
　 　

⑤ 主な物髓攪点
U｣ }＼ 供用中
臓翻鱸暮 当面の整備
　　　　 　　　
　　　　　　　　

く参考〉関東地方における物流拠点と道路網の展開
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図 4 国際海上コンテナの主な国内輸送手段

蒙 車
概

　
　

全
世
界
保
有
量
の
推
移
を
見
て
も
、
四
〇
フ
ィ
ー
ト
背
高

コ
ン
テ
ナ
の
シ
ェ
ア
は
近
年
急
激
に
上
昇
し
、
二
〇
〇
四

年
で
は
全
体
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
お

効率 ･安全 ･環境の面

図 5 国際物流基幹ネットワーク (仮称) イメージ

　　　　　拠点エリア 　　　　拠点エリア

迂回 “糟壁コンテナ

L重点的毛に解消 l

工
〆
湾

ノ

港

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
自
動
車
輸
送
に
負
う
と
こ

ろ
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
る

(図
4
)。

国
際
物
流
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(仮
称
)
の
構
築
は
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
国
際
物
流
戦
略
の
観
点
か
ら
見
直

す
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
フ
ル
積
載
国
際
海
上
背

高
コ
ン
テ
ナ
車

(高
さ
四

･
一
m
･
重
さ
四
四
t
)
が
重

要
な
港
湾
と
物
流
拠
点
を
結
ぶ
ル
ー
ト
を
積
み
替
え
な
く

通
行
で
き
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、
当

該
ル
ー
ト
に
お
け
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
区
間
に
つ
い
て
重
点

的
に
解
消
し
て
い
く
も
の
で
あ
る

(図
5
)。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
対
策
に
よ
り
構
築
さ
れ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
は
今
後
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
努
め
る
も
の

と
し
、
具
体
的
に
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
改
良
を
行
い
、
指

定
道
路
の
情
報
も
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
こ
と
と
し
て

い
る

(図
6
)。

平
成
一
七
年
度
中
に
、
対
象
と
な
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
区

間
を
選
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
区
間
の
選
定
に
当

た
っ
て
は
、本
省
及
び
各
地
方
整
備
局
が
密
接
に
連
携
し
、

さ
ら
に
物
流
事
業
者
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
踏
ま
え
て

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
平
成
一
八
年
度
以
降
に
当
該
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
区
間
を
重
点
的
に
解
消
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
特
に
ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾

(京
浜
港
、
伊
勢
湾

㈱

(名
古
屋
港
、
四
日
市
港
)、
阪
神
港

(大
阪
港
、
神
戸
港
))

2

に
係
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
概
ね
五
年
以
内
の

微

解
消
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
o

道

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
原
因
と
し
て
は
、
図
5
に
も
あ
る
と

“

り
、
今
後
も
こ
の
伸
び
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(図
3
)
。
ま
た
、
こ
の
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
主
な
国
内

輸
送
手
段
は
、
九
五
%
程
度
が
ト
ラ
ッ
ク
又
は
ト
レ
ー
ラ



｢ 嚢幹的な導路 を 上ワークを補完す歪道路の大型車走行条件‘こついては･ ウェブサイト
等を通じてこれまで以上にわかりやすく情報提供

お
り
、
橋
梁
の
耐
性
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
重
さ
指
定
道

路
･
高
さ
指
定
道
路
と
し
て
指
定
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

道
路
の
通
行
す
る
車
両
の
重
量
や
高
さ
な
ど
の
制
限
に

.脱
ぎ

つ
い
て
は
、
道
路
法

(昭
和
二
七
年
法
律
第

一
八
0
号
)

や
車
両
制
限
令

(昭
和
三
六
年
政
令
第
二
六
五
号
)
な
ど

の
関
係
法
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一
般
的
な
制
限
と
し

て
は
、
高
さ
三

･
八

m
、
重
さ
二
0
t
ま
で
と
さ
れ
て
い

も
岡 物流ボトルネックの解消例

る

(た
だ
し
、
個
別
に
制
限
さ
れ
て
い
る
ト
ン
ネ
ル
や
橋

梁
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
ま
た
、
重
さ
に
つ

い
て
は
車
両
に
よ
り
若
干
異
な
る
。)。
な
お
、
高
速
自
動

車
国
道
及
び
道
路
管
理
者
が
道
路
の
構
造
の
保
全
及
び
交

通
の
危
険
の
防
止
上
支
障
が
な
い
と
認
め
て
指
定
し
た
道

路

(い
わ
ゆ
る

｢重
さ
指
定
道
路
｣
及
び

｢高
さ
指
定
道

路
｣
)
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
重
さ
二
五
t
及
び
高
さ

四

･
一
m
ま
で
の
車
両
は
通
行
可
能
で
あ
り

(重
さ
に
つ

い
て
は
、
車
両
に
よ
り
多
少
異
な
る
)、
こ
れ
ら
の
指
定

道
路
に
お
い
て
は
フ
ル
積
載
の
国
際
海
上
背
高
コ
ン
テ
ナ

車

(高
さ
約
四
･
一
m
、
総
重
量
約
四
四
t
)
も
通
行
許

可
を
得
て
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
解
消
の
事
例
と
し
て
は
、
東
京
都
が
平

成
一
六
年
度
に
実
施
し
た
環
状
七
号
線
の
日
丘
橋

(東
京

都
目
黒
区
)
が
挙
げ
ら
れ
る

(図
7
)。
こ
こ
は
、
環
状

七
号
線
の
南
西
部
に
あ
た
り
、
目
黒
通
り
と
駒
沢
通
り
の

間
に
位
置
し
、平
日
の
交
通
量
は
一
日
当
た
り
約
六
万
六
、

O
0
O
台
に
も
及
ぶ
。
当
該
箇
所
は
、
首
都
圏
の
物
流
拠

点
と
拠
占
完
工港
で
あ
る
羽
田
空
港
や
ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
京
浜
港
を
結
ぶ
、
物
流
戦
略
上

極
め
て
重
要
な
ル
ー
ト
上
に
あ
る
が
、
東
急
東
横
線
の
跨

線
橋
で
あ
る
た
め
、
大
型
車
の
通
行
に
対
応
し
た
強
度
が

十
分
で
な
く
、
重
さ
指
定
道
路
と
し
て
道
路
管
理
者
に
指

定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
東
京
都
で
は
橋
梁

の
補
強
工
事

(写
真
1
)
を
実
施
し
、
当
該
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
を
解
消
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
り
こ
れ
ま
で
迂
回
等
を
強
い

道行セ 2005.9 β

高解像度の地図で閲覧可能

図 6 大型車走行条件のわかりやすい情報提供



匡翁の皺まヲ高をまげている l

　　
　

幟
き

ら
れ
て
き
た
貨
物
車
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
。

2

ー
C
等
か
ら
の
拠
点
的
な
空
港
･
港
湾
へ
の
一
〇
分

ア
ク
セ
ス
率
の
向
上
等

空
港

･
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、
物
流
･
人
流
の

拠
点
で
あ
る
空
港
及
び
港
湾
と
高
速
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ
極
め
て
重
要
な
ル
ー
ト
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
空
港
･
港
湾
に
対
す
る
I
C
等
か
ら
の
一
〇
分
ア
ク

セ
ス
率
を
諸
外
国
と
比
較
す
る
と
欧
米
の
八
、
九
割
に
比

し
て
、
日
本
は
六
一
%
に
と
ど
ま

っ
て
い
る

(図
8
)
。

こ
れ
ま
で
平
成
九
年
度
の
ア
ク
セ
ス
率
約
三
0
%
と
比
較

し
て
著
し
く
改
善
し
て
き
て
お
り
、
一
定
の
成
果
は
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
が

(図
9
)、
社
会
資
本
整
備
重
点
計

画
で
は
、
平
成
一
九
年
度
に
六
八
%
ま
で
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き

道
路
の
拡
幅
や
交
差
点
改
良
な
ど
の
必
要
な
対
策
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
と
も
に
、
長
期
的
に
は
国
際
競
争
力
の

確
保
に
必
要
な
水
準

(約
九
0
%
)
を
目
指
す
こ
と
と
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
空
港

･
港
湾
周
辺
の
状
況
に
よ
っ
て
は
自
動

車
専
用
道
路
等
の
規
格
の
高
い
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
が

が
十
分
で
な
い
な
ど
、
短
期
間
で
の
一
〇
分
ア
ク
セ
ス
率

の
達
成
が
困
難
な
箇
所
も
あ
る
た
め
、
一
〇
分
ア
ク
セ
ス

率
の
向
上
の
み
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
箇
所
に
つ

い
て
も
信
号
制
御
の
調
整
等
の
ソ
フ
ト
施
策
を
含
め
て
必

メ4 道行セ 2005.9
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図 8 空港 ･港湾アクセス率の国際比較
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要
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
空
港

･
港
湾
ア
ク
セ

ス
の
着
実
な
向
上
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
日
市
港
の
例
で
は
、
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
み
え
川
越

I
C
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
は
、
物
流
車
両
と
一
般
交

通
が
輻
輳
し
、
四
日
市
港
を
中
心
と
す
る
激
し
い
渋
滞
を

引
き
起
こ
し
て
い
た
が
、
東
名
阪
自
動
車
道
四
日
市
東
I
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図 9 拠点的な空港 ･港湾への道路アクセス率 (全国) の推移

25.0%

二番三 空港及び港湾の合計

C
か
ら
四
日
市
港
へ
向
か
う
主
要
地
方
道
上
海
老
茂
福
線

を
四
車
線
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
〇
分
以
内
の
ア
ク
セ

ス
を
可
能
に
す
る
こ
と
と
し

て
い
る

(平
成

一
七
年
度
供

用
予
定
)。
ま
た
、
交
通
流
の

分
散
に
よ
り
現
行
ル
ー
ト
の

混
雑
も
緩
和
さ
れ
、
走
行
速

度
が
向
上
し
円
滑
な
交
通
が

可
能
と
な
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る

(写
真
2
)。

大
分
港
の
例
で
は
、
ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト
に
お
け
る
交
差

点

(国
道
二
一
〇
号
椎
迫
入

口
交
差
点
)
に
お
い
て
ピ
ー

ク
時
の
通
過
に
約
五
分
を
要

し
、
東
九
州
自
動
車
道
大
分

I
C
か
ら
大
分
港
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
機
能
を
阻
害
す

る
要
因
と
な

っ
て
い
た
。
こ

の
た
め
、
警
察
等
の
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
り
右
折
用

矢
印
信
号
を
設
置
し
た
こ
と

等
に
よ
っ
て
、
右
折
待
ち
渋

滞
の
本
線
へ
の
影
響
が
減
少

し
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
、
平
均

旅
行
速
度
も

一
三

･
o
m
/

h
か
ら
三
一
･
三
如
/
h
へ

と
向
上
し
、
ア
ク
セ
ス
性
を

　　　
　
　　　
　
　

　　
　

　　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　　　　
　
　
　

も
が
靜
き
て

き
ざ
彰

　
　
　　

　
　

平均旅行速度の向上
13,okm瀦勾31,3krすも術

権迫入口変韓点 報

図10 大分港アクセス改善事例

" 東名阪自動車道 四日市策 IC
　　　 　 　

写真2 四日市港アクセス道路全景
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向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

(図
m
)。

3

道
路
の
有
効
活
用
に
よ
る
物
流
効
率
化
･
環
境
負
荷

低
減

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
空
港
･

港
湾
と
物
流
拠
点
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
高

速
道
路
等
と
物
流
拠
点
の
結
節
性
に
つ
い
て
も
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
I
C
の
増
設
と
し
て
ス
マ

ー
ト
I
C

(E
T
C
専
用
I
C
)
を
設
置
も
有
効
な
施
策

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

(図
椚
)。
日
本
で
は
設
置
に
よ
る

コ
ス
ト

(料
金
徴
収
の
人
件
費
、
建
設
費
)
が
高
く
な
る

た
め
、
I
C
の
間
隔
が
、
高
速
道
路
が
無
料
の
諸
外
国
に

比
べ
て
長
く
な
っ
て
い
る
が
、
ス
マ
ー
ト
I
C
は
E
T
C

専
用
の
た
め
料
金
収
受
員
が
削
減
可
能
で
、
か
つ
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
型
の
簡
易
な
構
造
と
な
る
た
め
、
設
置
の
た
め

の
コ
ス
ト
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
型
な
ど
の
立
体
交
差
を
有
す

る
I
C
に
比
べ
て
約
三
割
の
削
減
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
今
年
度
は
社
会
実
験
の
拡
充
を
図
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
平
成
一
七
年
九
月
一
日
現
在
、
全
国
二
四

ヵ
所
で
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(S
A
)

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア

(P
A
)
に
接
続
す
る
ス
マ
ー
ト
I
C
の
社
会
実
験
を

実
施
中
で
あ
る
。
主
な
事
例
と
し
て
は
、
常
磐
自
動
車
道

の
友
部
s
A
に
設
置
し
た
ス
マ
ー
ト
I
C
が
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
周
辺
地
域
の
製
造
企
業

･
物
流
企
業
へ
の
利
便
性

向
上
や
総
合
物
流
拠
点
の
形
成

･
地
域
活
性
化
が
図
ら
れ

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る

(図
惨
)。

【スマートIC】料金徴収のための集約が不要。
料金収受の人件費が不要。

有料道路IC
スマートIC

　に̂〕'̂　　
　　

鸚
s
↓

飜
人、ものの移動の円滑化

→ 地域の生活の充実･経済の活性化

出入交通量の分散による変通混雑の改善
交通の一般道から高速への転換による

交通安全,沿道環境の改善
･集客施設纖運送関連施設等との連携強化
･救急医療施設へのアクセス性の向上による

医療サービス水準の向上 知 l
--.

図椚 S A ･ P A に接続するスマート I C の社会実験

社会実験の拡充
→SA ･PA型実験の拡充等

の建設費力鰺額伊字金徽攻瀝寿を翔靱するため
産毅葉蒋ガ必要7

が通過する783面舵覇のうち、
滋を袋にあたる2 70市鞆翻まICなし

lCの整備が有効

お 道イテセ 2005,9

【背景】
均IC間隔日本約1okm

e 高速無料の諸国4~ 5km
鳫圀ナの料金徽攻ガ物憂、



さ
ふ

ん
も

ご

へ
ゼ

ミ

な
お
、
今
後
は
こ
れ
ら
社
会
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
つ

つ
、
ス
マ
ー
ト
I
C
の
本
格
導
入
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
高
速
道
路
の
有
効
活
用
を
通
じ
て
、
物
流
活

動
が
引
き
起
こ
す
地
域
の
交
通
混
雑
や
沿
道
環
境
悪
化
な

ど
の
課
題
解
決
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
多
様
で
弾
力
的

な
料
金
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
高
速
自
動
車
国
道
の
時
間
帯
割
引

(早
朝
夜
間
割
引

等
)
や
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
等
、
首
都
高
速
道
路
夜
間
割
引

社
会
実
験

(平
成
一
七
年
九
月
三
〇
日
ま
で
)、
一
般
国

道
と
並
行
す
る
高
速
道
路
の
料
金
割
引
社
会
実
験
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(図
協
)。

社
会
実
験
に
関
し
て
は
、平
成
一
七
年
九
月
一
日
現
在
、

全
国
八
ヵ
所
で
実
施
中
で
あ
る
。

道イテセ 2005.9 "

4

物
流
拠
点
の
機
能
向
上

こ
れ
ま
で
主
に
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て

述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
物
流
拠
点
周
辺
等
に
お
け
る

貨
物
車
駐
車
対
策
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

物
流
拠
点
で
は
、
毎
日
多
く
の
大
型
貨
物
車
が
荷
物
の

積
み
下
ろ
し
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
多
く
の
貨
物

車
は
積
み
下
ろ
し
の
順
番
が
来
る
ま
で
時
間
調
整
の
た
め

に
待
機
し
、
さ
ら
に
物
流
拠
点
へ
配
送
後
は
、
帰
る
際
の

荷
物
の
受
注
を
待
つ
た
め
待
機
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か

し
、
物
流
拠
点
の
駐
車
容
量
に
余
裕
が
な
い
場
合
に
は
、

物
流
拠
点
周
辺
に
お
い
て
時
間
調
整
や
運
転
手
が
休
憩
な

図12 常磐自動車道友部S A で実施されたスマート 1 C 社会実験

実施期間

平成17年7月穐日から9月25日

運用形態:フルアクセス(上下線と
も入口･出口として利用可能)

対象車種豊TC搭載の全車種

利用時間:6時から22時(16時間)



マイレージ割引 大口多頻度割引
(平成l7年4即日より実施中) (平成l7年4即日より実施中) 平成17年度から、料金施策の

社会期鱗実施
→全国8箇所で刻衾中

(平成17年9即日現在)

○一般利用者に対し利用鸚炎に応じて割引 ○大口利用者に対し利用実績に応じて割引

0 2年間の利用類に応じたポイント還元方式 ○劇台月あた卵蹄頭に応じた割引を原

○従来のETC前払割引率(13 8糊を確探
測とし、条件を満たした契約者には月間総
利用額に応じた割引を付加

匡複適用fこより鸚 圏駆れpl

規格の高い道路の利用促進

→環境負荷の小さい物流の実現

、ゞ ＼き
、

′ ゞ

時間帯割引
図13 高速自動車国道の料金割引

大規模物流拠点周辺では、物流拠
点に入るのを待つ車両で駐車需要
が増大し、路上駐車が発生。

け 5 開 貨 て 物 機 ど 貨物重用の駐車場を高架下等を利用ど
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
多
く
の
大
型
貨
物
車
が
路
上
待

機
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

物
流
拠
点
周
辺
の
騒
音
、
排
気
ガ
ス
な
ど
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
貨
物
自
動
車
の
駐
車
需
要
を
把
握
す
る
た
め
、

貨
物
車
用
の
駐
車
場
整
備
に
向
け
た
候
補
地
等
の
調
査
を

開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(図
M
)。

5

貨
物
車
の
市
街
地
流
入
･
荷
さ
ば
き
駐
車
対
策

日
本
で
は
、
東
京
都
心
部

(環
状
七
号
線
内
側
)
に
お

け
る
貨
物
車
の
混
入
率
の
ほ
う
が
全
国
の
混
入
率
よ
り
も

して整備し、影響を緩和。

影 道行セ 2005,9



5 0 %

4 0 %

3 0 %

2 0 %

　
10 % ;

　
　　 　

全国

(通過道路平均)
日本

圓 圓
全国 インナー

ロンドン境界
(通過道路平均)

イギコメス

全国 パリ市
境界

(通過道路平均)
フランス

注1) 全国の混入率は全車種走行台キロに対する貨物車走行台キロの割合。
都市圏の混入率は全車種断面通過台数に対する貨物車の台数の割合。

注2) 環状七号~ イ ンナーロン ドンは半径約1okm、 パリ;境界は半“蚤約7km。
　　　

日本 ;道顕答交通センサス -務登交通量蚤言周査 19 94
イ ギリス宅T ran spo rt S ta t is t ic s G re a t B r ita in 2 0 0 1、 C o rd o n an d S c re e n l in e -司周裂墜 199 6
フランス " L e s T ran sp o rts e n 2 0 0 1、 S ta t is t iq u e s D e T ra f ic s u r Le R e s e au s i｢ iu s E n 19 9 8

図15 貨物自動車の混入率の国際比較

写真 3 バス停付近で荷捌きをする貨物車

　　　　　　 　
写真4 繁華街への貨物車の流入

道イテセ 2005,9 “



鬮 1事業所当たりの年間出荷量

(トン)
70 0 0

5 ,8 4 6
5 ,52 3

　　　　
　　　

　
　

85年 90年 95年 20 0 0 年 8 5

図16 1事業所当たりの年間出荷量の増加と小口化の進展′

東京都の環状七号線内側では、土曜日の22時から日曜日の朝7時まで大型車の超テカミ禁止され
ている.環状七号線と交差する道路には規制標識が立てられており、また、首都高速道路の出口に
も規制標識が立てられている.域内に流入する場合は、許可証が必要となっている.

園固守禁止の標識

図17 大型車走行規制の例 (東京)

園週末の大型車通行規制範囲

　　　　　　　　　　　 　　
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　 　　　

:鰹総濯ぎi-

圓 出荷1件当たりの貨物量

2 6 3

2 .4 3
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高
い
の
に
対
し
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
同
程
度
、
パ
リ
で
は
都

れ

心
部
の
貨
物
車
混
入
率
が
大
幅
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る

9

(図
倦
)。
ま
た
、
市
街
地
の
路
上
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を

の

す
る
貨
物
車
が
い
る
場
合
、
混
雑
度
が
低
く
て
も
交
通
が

セ一丁

阻
害
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
な
ど
、
都
市
内
の
交
通
環

漸

境
を
悪
化
さ
せ
て
い
る

(写
真
3

･
4
)
。
さ
ら
に
、

一

事
業
者
当
た
り
の
年
間
出
荷
量
が
増
加
す
る
一
方
で
、
貨

物
の
小
口
化
が
進
展
し
て
い
る
状
況

(図
倦
)
を
か
ん
が

み
る
と
、
今
後
適
切
な
貨
物
車
の
市
街
地
流
入
･
荷
さ
ば

き
駐
車
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る

(図
#
･
協
)。

こ
の
た
め
、
物
流
事
業
者
･
荷
主
等
が
連
携
し
て
行
う

共
同
輸
送
等
の
物
流
効
率
化
策
の
取
組
み
の
支
援
や
、
物

流
事
業
者
、
警
察
等
の
関
係
者
と
連
携
し
て
設
置
す
る
協

議
会
の
活
動
支
援
等
の
必
要
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

6

物
流
関
連
デ
ー
タ
の
整
備

今
後
も
道
路
行
政
に
お
け
る
物
流
施
策
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、
よ
り
適
切
な
施
策
を
打

ち
出
し
て
い
く
た
め
に
は
関
係
デ
ー
タ
の
整
備
な
ど
が
必

要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
て
い
る

F
A
F

(霞
の沿
耳
唐
]巴
"
扇
鼾
日
5
"
o
典
)
の
よ
う
な
も

の
が
挙
げ
ら
れ
る

(図
博
)。
こ
れ
は
、
貨
物
の
ト
ン
キ

ロ
ベ
ー
ス
で
ど
の
よ
う
に
物
資
が
動
い
て
い
る
か
を
把
握

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
道
路
上
の
貨
物
流
動

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
道
路
の
重
要
性
を
自
動
車
交

◎富農癰撹した縦議会の設置

　　　　　　　　　

(臟占駐車が激しい箇所において車
線を狭める等の害莢養施す. )

◎違法駐車の取締りや積極的な広報

　
　
　

　

ノ

リ
!

【荷さばき駐車帯の例】

【コインパーキングを活用した荷さばきスペースの伊野

出典 :東京都資料

図18 ハード ･ソフト施策が一対となった荷捌き駐車対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　濱



通
量
等
の
量
的
な
面
か
ら
で
は
な
く
、
質
的
な
面
か
ら
の

評
価
も
可
能
と
な
り
、
道
路
行
政
の
効
率
性
の
観
点
か
ら

そ
の
意
味
は
大
き
い
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
道
路
上

の
貨
物
流
動
状
況
に
よ
っ
て
道
路
整
備
等
の
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
を
評
価
す
る
取
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
我
が
国
で

も
道
路
の
機
能
面
か
ら
の
評
価
可
能
な
デ
ー
タ
整
備
へ
の

需
要
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
全
国
物
流
純
流
動
調
査

(物
流
セ
ン
サ
ス
)
を

五
年
ご
と
に
実
施
し
て
お
り
、
今
年
が
実
測
の
年
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
物
流
の
量
的
な
把
握
を
目
的
と
し
て
お

り
、
出
荷
単
位
で
物
流
を
把
握
し
て
い
る
一
方
、
国
際
物

流
、
特
に
輸
入
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
流
動
状
況
を
十
分
把
握

す
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
的
確
な
把

握
に
向
け
た
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
物
流
関
連
の
デ
ー
タ
収
集
の
充
実
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
き
め
細
か
い
、
そ
し
て
よ
り
実
態
に

即
し
た
物
流
施
策
の
推
進
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い

る
o

L O S A N G藍LE S
lnland M ove邦h e m ぱ M an銭m e

　　
M
C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
婦謨0作謝絶館="斑中田t鼠饗増op◆留約M

図19 米国における貨物自動車交通の把握状況 (ロサンゼルス港を発着地とするトラック流動の例)
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地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
道
路
政
策
会
議

中
間
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
道
路
環
境
調
査
室
課
長
補
佐

島
本

和
仁

平
成
一
七
年
四
月
二
人
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
京
都
議
定

書
目
標
達
成
計
画
の
確
実
な
達
成
を
は
じ
め
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
た
め
に
、
道
路
分
野
に
お
い
て
も
二
酸
化
炭
素

削
減
に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

こ
の
た
め
、
道
路
政
策
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
抑
制
の

効
果
の
把
握
、
二
酸
化
炭
素
の
抑
制
の
た
め
の
道
路
政
策

の
体
系
化
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
道
路
政
策
の
推
進
な
ど
に

つ
い
て
、
幅
広
く
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
｢地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
道
路
政
策
会
議
｣
(表

1
)
を
設
置
し
、
四
月
二
六
日
の
第
一
回
会
議
開
催
以
降
、

こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た
り
議
論
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。 は

じ
め
に

こ
の
度
、
当
会
議
に
お
い
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向

け
た
道
路
政
策
の
基
本
方
針
及
び
そ
の
具
体
的
施
策
の
体

系
に
関
す
る

｢中
間
と
り
ま
と
め
｣
が
提
言
と
し
て
取
り

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。一

京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画

我
が
国
の
⑩
排
出
量
に
関
し
、
二
〇
〇
八
年
~
二
〇
一

二
年
の
五
年
間
の
平
均
値
を

一
九
九
〇
年
の
水
準
か
ら

六
%
削
減
さ
せ
る
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
京
都
議
定
書
が
平

成
一
七
年
二
月
に
発
効
し
、
そ
の
目
標
の
確
実
な
達
成
を

図
る
た
め
、
同
四
月
に
は
、
｢京
都
議
定
書
目
標
達
成
計

画
｣
(以
下
、
｢目
達
計
画
｣
と
す
る
。)
が
閣
議
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

↑
そ
の
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二
酸
化
炭
素
の
各
部
門

1 ｢地球温暖化防止のための道路政策会議｣ メンバー

◆会議メンバー (五十音順 ･敬称略)

(社)日本経済団体連合会輸送委員会委員長

(社)日本自動車工業会交通委員会委員長

名古屋大学大学院助教授

東北大学大学院教授

東京工業大学大学院助教授

(社)日本自動車連盟副会長
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表 2 京都議定書目標達成計画
エネルギー起源二酸化炭素の各部門の目安としての目標

算定結果

基準年
(1990年度) 2002年度実績 2010年度の各部門の

目安としての目標

A B ( B ー A) / A C ( C ー A) / A

百万tーC 02 百万tーC 02
(部門ごとの

基準年上と増減率)
百万tーC 02

(部門ごとの
基準年上と増減率)

エネルギー起源C 02 簾 畝 1
,
056

産業部門 476 468 協↑ 435 銚a↑
民生部門 273 ㈱ 拗鯰什 302 刻ぬ什
k業務その他部門) 144 餅 拗篭“ 165 拗賑什
葎(家庭部門) 129 篩 "盟什 137 "6什
運輸部門 217 261 潟勾什 250 刻協什
エれルギー転換部門 82 82 拗○↑ 69 刻協↑

※ 上記の表は、 四捨五入の都合上、 各欄の合計は一致しない場合がある。

の
目
安
と
し
て
の
目
標
値
は
、
表
2
の
と
お
り
と
さ
れ
て

い
ま
す
。道
路
政
策
に
関
係
す
る
運
輸
部
門
の
目
標
値
は
、

-
-五
○
百
万
t
ー
鮠
と
さ
れ
て
い
ま
す
o

ま
た
、
目
達
計
画
本
文
中
に
お
い
て
は
、
省
の
型
交
通

シ
ス
テ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
･
円
滑
な
道
路
交
通
を
実
現
す
る

体
系
の
構
築
と
し
、
｢交
通
流
の
円
滑
化
に
よ
る
走
行
速

度
の
向
上
が
実
効
燃
費
を
改
善
し
、
自
動
車
か
ら
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
か
ら
、
環
状
道
路
等
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
交
差
点
の
立
体
化
、
連
続

立
体
交
差
等
に
よ
る
踏
切
道
改
良
等
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
自
動
車
交
通
需
要
の
調
整
、
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ

ム

(I
T
S
…耳
お
E
m
g
[
炉
g
g
o
コ
ぞ
のg
B
乙

の
推
進
、

道
路
交
通
情
報
提
供
事
業
の
促
進
、
路
上
駐
停
車
対
策
、

路
上
工
事
の
縮
減
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
と
い
っ
た
交

通
流
対
策
を
実
施
す
る
。｣
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
中
間
と
り
ま
と
め
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
目

達
計
画
で
の
道
路
交
通
に
関
す
る
目
標
や
記
述
を
踏
ま

え
、
次
の
よ
う
な
視
点
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
動
車
交
通
は
、
我
が
国
の
経
済
発
展
な
ら
び
に
国
民

生
活
向
上
の
前
提
と
な
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
主
要
部
分
を
担

っ
て
い
る
一
方
で
、地
球
温
暖
化
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、

環
境
へ
の
負
荷
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
自
動

車
の
燃
費
の
向
上
に
加
え
、
自
動
車
の
上
手
な
使
い
方
の

推
進
、
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
や
交
差
点
の
立
体

化
等
に
よ
る
渋
滞
解
消
な
ど
、
効
率
的
な
道
路
の
利
用
や

道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
よ
り
、
自
動
車
か
ら
の
⑩

排
出
量
の
大
幅
な
削
減
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
事
実
、
⑩
排
出
量
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
自
動
車

交
通
全
体
と
し
て
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
と
も
自
動
車
交
通
の
総
量
は
増
加
が
予

測
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
乗
用
車
か
ら
の
⑲
排
出

削
減
を
含
め
、
引
き
続
き
積
極
的
な
取
組
み
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
、
現
在
の
減
少
傾
向
を
維
持
し
、
か
つ
、
自

動
車
交
通
に
課
せ
ら
れ
た
目
標
の
達
成
を
実
現
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
効
率
的
な
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
を
目
指
す
こ
と

は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
直
結
す
る
こ
と
及
び
そ
の
プ
ロ
セ

ス
で
様
々
な
技
術
開
発
が
行
わ
れ
る
こ
と
等
か
ら
経
済
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
経
済
と
環
境
の
両
立
を

目
指
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率
の
よ
い
道
路
交
通
シ
ス

テ
ム
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
戦
略
的
な
道
路
政
策
を
早
急

に
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三

自
動
車
変
遷
か
ら
排
出
さ
れ
る
纖

1

自
動
車
交
通
か
ら
排
出
さ
れ
る
靴
は
減
少
傾
向

我
が
国
の
全
⑩
排
出
量
の
う
ち
約
二
割
を
運
輸
部
門
が

占
め
て
い
ま
す
。

運
輸
部
門
か
ら
排
出
さ
れ
る
⑲
は
全
体
で
二
六
○
百
万

t
,ー
鮠

(二
0
0
三
年
)
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
自
動
車
交

通
か
ら
排
出
さ
れ
る
の
は
二
二
七
百
万
t
ー
⑩
と
全
体
の

約
九
割
を
占
め
て
い
ま
す

(図
1
･
2
)。

自
動
車
交
通
か
ら
の
鮠
排
出
量
は
一
九
九
七
年
以
降
減

少
傾
向
に
あ
り
、
特
に
貨
物
車
な
ど
軽
油
利
用
車
両
か
ら

の
排
出
量
は
、
物
流
需
要
が
拡
大
す
る
中
で
、
二
〇
〇
二



2010 2012

輸送機関別C0 2排出量

年
ま
で
の
五
年
間
で
一
三
%
減
少
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

2

自
動
車
交
通
か
ら
の
鮠
排
出
の
地
域
的
な
偏
り

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
推
進
に
よ
る
貨
物
輸
送
の
効
率
化

自
動
車
交
通
か
ら
発
生
す
る
職
の
分
布
は
、
交
通
需
要

や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
な
ど
の
効
果
が
現
れ
始
め
て
い

の
絶
対
量
が
多
い
大
都
市
圏
を
中
心
に
排
出
総
量
が
多

る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
乗
用
車

く
、
ま
た
、
単
位
走
行
量

(台
キ
ロ
)
当
た
り
の
排
出
量

等
の
ガ
ソ
リ
ン
利
用
車
両
か
ら
排
出
さ
れ
る
鮠
は
ご

一0

も
、渋
滞
が
激
し
い
大
都
市
圏
で
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
o

o
一
年
か
ら
は
徴
減
傾
向
で
は
あ
る
も
の
の
、
二
0
0
二

こ
の
よ
う
に
、
特
に
鮠
が
多
く
排
出
さ
れ
て
い
る
地

年
ま
で
の
五
年
間
で
逆
に
七
%
増
加
し
て
い
ま
す

(図

域

･
区
域
を
重
点
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
⑩
排
出
量
削
減

3
)
。

対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

(図
4
･
5
)。

温室効果ガスインベントリオフィス (G I O ) 資料より作成 遂
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･C 0 2排出量のうち、運輸部門は21% で、その 9割は自動車である。
さらに自動車のうち、乗用車が約 6割を占めている。
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図 3 運輸部門の排出量の推移

3

自
動
車
交
通
か
ら
の
鮠
排
出
メ
カ
ニ
ズ
ム

自
動
車
交
通
か
ら
の
⑲
排
出
量
は
、
主
に
①
走
行
量

公
ロ
キ
ロ
)、
②
単
体
燃
費
、
③
走
行
速
度
の
三
つ
の
要
因

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
三
つ
の
要
因
の

他
に
排
出
量
の
削
減
に
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
要
因

と
し
て
、
今
後
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
等
に
よ
る

｢燃
費
向
上

の
観
点
か
ら
の
効
率
的
な
運
転
｣
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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･環七と国道357号が交差する、葛西臨海公園前交差点での立体交差事業により渋滞が

解消され、 約3,9oo t - C 0 2 / 年のC 0 2が削減されていると推計。
･同等の効果を樹木によるC 0 2吸収で得るためには、新宿御苑 6つ分の植林“が必要。

※…新宿御苑の面積は58.3ha、植林によるC 0 2吸収量は10.6 t - C 0 2 / ha / 年とした。

C0 2排出量の変化 (t - C 0 2/年) 葛西臨海公園前交差点流入交通量(台/日)

1 1整備前 -整備後 I増減量 ll 1整備前 1整備後 l増減量 l整備前後での国道357号の

l l l l 1 l - 1 I IC 0 2 35,900 32,000 - 3,90O C0 2 92,100 93,300 十1,200
ザる艶“与どん教蘂鰭鰹総勢きな き

出典 ;国土交通省、 関東地方整備局資料

*整備前 :平成15年10月23日
整備後 :平成16年刊月9日
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例
え
ば
、
一
九
九
七
年
~
二
〇
〇
二
年
の
五
年
間
で
は
、

自
動
車
の
走
行
量

(台
キ
ロ
)
は
六
%
増
加

(鮠
の
増
加

要
因
)
し
、
逆
に
、
自
動
車
の
単
体
燃
費
と
走
行
速
度
は

そ
れ
ぞ
れ
三
%
、
五
%
向
上

(鮠
の
減
少
要
因
)
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
鮠
排
出
量
は
一
%
減
少
し
て
い
ま
す
o

4

道
路
整
備
が
鮠
排
出
へ
及
ぼ
す
影
響
の
二
面
性

効
率
的
な
道
路
整
備
に
よ
り
、
渋
滞
が
緩
和
す
る
こ
と

で
自
動
車
の
走
行
速
度
が
向
上
し
、
そ
の
結
果
、
鮠
の
排

出
が
減
少
し
ま
す
。

一
方
、
道
路
整
備
に
伴
い
新
た
に
発
生

(誘
発
)
す
る

自
動
車
交
通

(走
行
量
)
も
存
在
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
の

排
出
量
が
増
加
す
る
と
い
う
面
も
あ
り
、
道
路
整
備
と
鮠

排
出
量
と
の
間
に
は
正
負
両
面
の
関
係
が
あ
る
こ
と
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

道
路
整
備
に
伴
い
誘
発
さ
れ
る
自
動
車
交
通
量
に
つ
い

て
は
、
当
該
道
路
の
渋
滞
状
況
や
道
路
計
画
の
内
容
、
対

象
地
域
の
土
地
利
用
の
状
況
や
代
替
交
通
機
関
の
整
備
状

況
等
に
よ
り
異
な
り
、
そ
の
誘
発
分
の
み
を
切
り
出
し
て

推
計
す
る
統
一
的
な
手
法
は
未
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
の
研
究
開
発
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
道
路
整
備
に

よ
る
⑩
削
減
事
例
に
つ
い
て
は
数
多
く
報
告
さ
れ
て
お

…

り
、
例
え
ば
、
環
状
七
号
線
と
国
道
三
五
七
号
の
交
差
点

2

に
お
け
る
立
体
化
事
業
の
前
後
で
は
･

通
過
す
る
交
通
量

楡

は
約
一
%
増
加
し
ま
し
た
が
、
の
排
出
量
は
逆
に
約

一

首

一
%
減
少
し
ま
し
た

(図
6
)。

%



こ
れ
は
、
都
市
内
の
渋
滞
対
策
と
し
て
の
道
路
整
備
に

よ
り
、
自
動
車
の
走
行
速
度
が
向
上
し
、
そ
の
結
果
、
⑩

排
出
量
の
削
減
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
典
型
的
な

例
で
す
。

さ
ら
に
、
道
路
の
建
設
段
階
で
発
生
す
る
鮠
に
も
留
意

し
、
そ
の
抑
制
の
た
め
の
努
力
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
建
設
産
業
に
伴
っ
て
発
生
す
る
の
は
、
目
標
成
画

に
お
い
て
は

｢産
業
分
野
｣
に
分
類
さ
れ
、
低
燃
費
型
建

設
機
械
の
導
入
や
混
合
セ
メ
ン
ト
の
利
用
拡
大
な
ど
、
鮠

排
出
抑
制
策
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る

建
設
三
団
体

(日
本
建
設
業
団
体
連
合
会
、
日
本
土
木
工

業
協
会
、
建
築
業
協
会
)
で
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
施

工
高
当
た
り
の
原
単
位
の
一
九
九
〇
年
度
比
一
二
%
削
減

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

道
路
の
建
設
に
際
し
て
は
、
道
路
整
備
に
よ
る
交
通
円

滑
化
を
通
じ
た
⑩
抑
制
効
果
を
よ
り
効
率
的
に
引
き
出
す

観
点
か
ら
も
、
民
間
に
お
け
る
自
主
行
動
計
画
を
積
極
的

に
支
援
す
る
ほ
か
、例
え
ば
設
計
や
契
約
過
程
に
お
い
て
、

よ
り
の
排
出
量
の
少
な
い
資
材
･
機
械
の
活
用
や
資
材
輸

送
の
効
率
化

(高
速
道
路
の
積
極
的
利
用
等
)
な
ど
を
積

極
的
に
盛
り
込
む
よ
う
努
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

5

自
動
車
交
通
か
ら
の
鮠
削
減
手
段

自
動
車
交
通
か
ら
の
⑲
排
出
量
を
削
減
す
る
手
段
は
、

①
需
要
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
自
動
車
の
総
走
行
量
を
適

正
化
す
る
こ
と
、
②
走
行
燃
費
の
向
上
等
を
通
じ
て
一
台

当
た
り
の
⑩
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
の
二
つ
に
大
別
さ
れ

ま
す
。

円
滑
な
移
動
を
確
保
し
つ
つ
、
走
行
量
の
必
要
以
上
の

増
加
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

や
相
乗
り
促
進
、
共
同
輸
配
送
な
ど
が
重
要
で
す
。

同
じ
走
行
量
で
も
一
台
当
た
り
の
の
排
出
量
を
削
減
す

る
た
め
に
は
、①
自
動
車
の
単
体
燃
費
の
向
上
と
並
ん
で
、

②
走
行
速
度
の
向
上
等
に
よ
る
実
走
行
燃
費
の
向
上
が
有

効
で
す
。

三

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
道
路
政
策
の

基
本
方
針

1

経
済
と
環
境
の
両
面
を
目
指
す
道
路
政
策
へ

今
後
、
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
の
進
展
が
進
む
我
が
国

に
お
い
て
、
経
済
活
力
の
維
持
は
重
要
な
課
題
の
一
つ
で

す
。
一
方
、
地
球
的
規
模
で
の
環
境
の
保
全
も
、
我
が
国

に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
で
す
。
よ
り
効
率
的
な
道
路

交
通
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
二
つ

の
課
題
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
道
路
政
策
の
主
要
課
題
の
一
つ
は
、
経
済

の
発
展
と
と
も
に
増
大
す
る
自
動
車
交
通
の
需
要
へ
の
対

応
で
し
た
。
具
体
的
に
は
、
需
要
増
大
に
よ
り
引
き
起
こ

さ
れ
る
渋
滞
解
消
の
た
め
に
バ
イ
パ
ス
等
の
新
設
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

渋
滞
解
消
は
効
率
的
な
自
動
車
交
通
を
実
現
し
、
結
果

と
し
て
の
排
出
量
削
減
等
環
境
に
も
好
影
響
を
も
た
ら
す

こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
渋
滞
解
消
に
資
す
る
バ
イ
パ
ス
や

環
状
道
路
の
整
備
は
必
要
で
す
が
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
政

策
に
加
え
、以
下
の
政
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第
一
に
、
バ
イ
パ
ス
や
環
状
道
路
の
新
設
な
ど
の
交
通

容
量
を
拡
大
す
る
政
策
と
、
む
や
み
に
自
動
車
交
通
量
を

増
加
さ
せ
な
い
政
策
と
の
一
体
化
が
重
要
で
す
。例
え
ば
、

道
路
整
備
に
よ
り
交
通
容
量
を
増
加
し
た
政
策
と
、
そ
れ

ら
の
裏
道
や
抜
け
道
に
な
る
よ
う
な
生
活
道
路
の
通
過
交

通
を
抑
制
す
る
政
策
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
進
め
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
経
済
活
動
を
担
う
道
路
と
日
常
生
活

の
空
間
が
分
離
さ
れ
、
経
済
活
力
の
維
持
拡
大
と
安
全
確

保
や
環
境
保
全
の
両
立
が
図
ら
れ
ま
す
。

第
二
に
、
非
効
率
で
無
秩
序
な
市
街
地
の
拡
大
を
抑
制

し
、
市
街
地
を
コ
ン
パ
ク
ト
化
す
る
こ
と
で
、
必
要
以
上

の
自
動
車
交
通
を
抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
街
地
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
資
す
る
土
地
利

用
行
政
と
も
連
携
し
た
道
路
政
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

2

人
と
車
と
道
路
の
三
者
の
連
携
に
よ
る
政
策
の
推
進

自
動
車
交
通
か
ら
排
出
さ
れ
る
の
の
削
減
に
向
け
て

は
、
①
人

(ユ
ー
ザ
ー
)
と
②
自
動
車
と
③
道
路
シ
ス
テ

ム

(ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

･
構
造

･
利
用
の
ル
ー
ル
等
)
の
三

者
が
上
手
に
連
携
す
る
こ
と
で
最
大
限
の
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。



①

人
と
車
の
か
か
わ
り
方
の
再
考

現
代
社
会
に
お
い
て
、
自
動
車
は
極
め
て
便
利
な
移

動
手
段
で
す
が
、
一
方
、
便
利
さ
の
あ
ま
り
過
度
に
利

用
す
る
と
渋
滞
や
環
境
面
の
弊
害
が
生
じ
ま
す
。

国
民
の
約
七
割
が
免
許
保
有
者
と
な
っ
た
現
在
、
改

め
て
人
と
車
の
か
か
わ
り
方
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
ず
は
、
不
要
･
不
急
の
自
動
車
利
用
を
自
粛
す
る

こ
と
及
び
利
用
可
能
な
公
共
交
通
機
関
の
活
用
促
進
に

よ
り
、
自
動
車
の
走
行
量
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
自
動
車
を
利
用
す
る
場
合
も
、
同
じ
走
行
量

で
で
き
る
だ
け
鮠
排
出
を
減
ら
す
た
め
、
各
人
が
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
等
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
る
な

ど
、
上
手
な
車
の
使
い
方
を
実
践
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

②

低
燃
費
車
の
開
発
･
普
及

自
動
車
単
体
の
燃
費
向
上
に
向
け
た
技
術
開
発
は
着

実
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
環
境
性
能

(燃
費
･
排
出
ガ

ス
.
騒
音
)
の
優
れ
た
自
動
車
の
一
層
の
普
及
を
図
る

た
め
の
道
路
政
策

(例
え
ば
、
燃
料
供
給
施
設
へ
の
支

援
等
)
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
燃
費
に
つ
い
て
優
位
な
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
関

す
る
技
術
開
発
の
動
向
に
つ
い
て
は
今
後
と
も
留
意
す

べ
き
で
す
。

③

円
滑
な
道
路
交
通
の
流
れ
を
確
保
す
る
道
路
シ
ス

テ
ム
の
推
進

自
動
車
単
体
の
燃
費
が
ど
ん
な
に
改
善
さ
れ
て
も
、

交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
な
け
れ
ば
そ
の
性
能
は
十
分

に
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
大
都
市
圏
等
に
お
け
る
環
状
道
路
の

整
備
や
交
差
点
･
踏
切
の
改
良
な
ど
に
よ
り
道
路
交
通

円
滑
化
対
策
が
促
進
さ
れ
、
低
燃
費
車
の
性
能
が
フ
ル

に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
よ
り
一
層
の
鮠
削
減

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
高
速
道
路
等
の
規
格
の
高
い
道
路
に
つ
い
て

は
、
そ
の
整
備
と
併
せ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
と
連
携
し
た
有

効
利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
の
⑲
排

出
量
の
削
減
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

な
お
、
効
率
的
な
道
路
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
図
る
上

で
は
、
道
路
管
理
者
と
公
安
委
員
会
等
、
関
係
す
る
機

関
や
運
輸
事
業
者
、
ユ
ー
ザ
ー
団
体
等
と
の
有
機
的
な

連
携
が
不
可
欠
で
す
。

3

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
確
立

地
球
温
暖
化
防
止
は
、
こ
れ
に
取
り
組
む
世
代
と
、
そ

の
影
響

･
効
果
を
受
け
る
世
代
と
が
異
な
る
た
め
、
こ
れ

を
効
果
的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
は
、
国
民
の
理
解
を
促

し
、
温
暖
化
防
止
活
動
へ
の
参
加
意
識
を
い
か
に
醸
成
し

て
い
く
か
が
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。

鮠
排
出
量
の
削
減
は
、
｢排
出
量
｣
と
い
う
非
常
に
わ

か
り
や
す
い
指
標
で
の
効
果
測
定
が
可
能
で
す
が
、
一
方

で
は
、
削
減
の
た
め
の
施
策
と
そ
の
削
減
効
果
と
の
間
の

リ
ン
ケ
ー
ジ
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
自
動
車
交
通
か
ら
の
鮠
排
出
量
削
減
を
国
民

的
課
題
と
し
て
着
実
に
推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
も
、
今

後
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
施
策

に
対
応
し
た
鮠
排
出
量
削
減
を
、
わ
か
り
や
す
く
情
報
提

供
す
る
な
ど
、
評
価
サ
イ
ク
ル

(P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
)

を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

四

具
体
的
な
政
策

1

人
と
車
の
か
か
わ
り
方
の
再
考

①

個
々
人
の
自
動
車
利
用
パ
タ
ー
ン
の
適
正
化

全
ド
ラ
イ
バ
ー
が
各
人
の
自
動
車
利
用
パ
タ
ー
ン
を

少
し
ず
つ
見
直
し
、
仮
に
、
…
日
あ
た
り
一
分
の
利
用

時
間
を
短
縮
し
た
場
合
、
約
二
八
○
万
t
-
⑩
/
年
の

⑩
排
出
量
が
削
減
可
能
と
の
試
算
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
｢ク
ー
ル
ビ
ズ
運
動
｣
で
削
減
で
き
る
⑩
排
出
量
、

約
一
六
0
~
二
九
○
万
t
-
⑩
/
年
と
ほ
ぼ
同
様
の
効

果
で
す
。
こ
う
し
た
自
動
車
利
用
パ
タ
ー
ン
の
適
正
化

は
、
ひ
と
り
一
人
が
、
自
ら
自
動
車
利
用
を
見
直
し
、

交
通
手
段
や
目
的
地
、
そ
し
て
、
活
動
パ
タ
ー
ン
の
修

正
の
可
能
性
を
考
え
直
す
機
会
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ

ま
す
。
そ
の
様
な
機
会
は
、
様
々
な
ハ
ー
ド
整
備
や
交

通
シ
ス
テ
ム
運
用
施
策
と
あ
わ
せ
て
、
政
策
的
に
創
出



す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
交

通
政
策
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
に
よ
る

不
特
定
多
数
に
対
す
る
呼
び
か
け
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
住
民
を
対
象
と
し
て
、
個
別
的
、
か
つ
、
大
規
模
に
、

複
数
回
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
し
て
い
く
こ

と
が
有
用
で
す
。

同
様
に
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、
事
業
者
や
学
校

の
場
に
お
い
て
、
職
員
や
児
童

･
学
生
を
対
象
に
多
様

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
通
勤
や
通
学
に
お

け
る
自
動
車
利
用
パ
タ
ー
ン
の
適
正
化
を
目
指
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②

公
共
交
通
の
シ
ス
テ
ム
改
善
と
運
用
改
善

公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
交
通
の
シ
ス
テ
ム
改
善
と

運
用
改
善
を
通
じ
て
公
共
交
通
や
自
転
車
交
通
へ
の
利

用
の
転
換
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
⑩
排
出
量
の
削
減
を

図
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

通
勤
交
通
を
は
じ
め
と
し
て
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
促
進
を
確
実
に
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
各
地
域
に

お
い
て
、
道
路
管
理
者
、
公
安
委
員
会
、
バ
ス
･
鉄
道

な
ど
の
公
共
交
通
事
業
者
及
び
利
用
者
が
一
体
と
な
っ

て
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

鉄
道
駅
周
辺
の
広
場
･
駐
輪
場
の
整
備
、
L
R
T
の
整

備
、
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
の
設
置
や
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
及
び
公
共
交
通
優
先
信
号
制
御
の
導
入
な
ど

ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
両
面
の
政
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
転
車
道
や
駐
輪
場
の
整
備
等
、
自
転
車

を
安
全
か
つ
円
滑
に
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
、
自
転

車
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
有
用
で
す
。

ま
た
、
道
路
管
理
者
と
企
業
や
公
的
機
関
な
ど
が
連

携
し
て
、例
え
ば
通
勤
時
の
時
差
出
勤
を
進
め
る
な
ど
、

渋
滞
緩
和
に
資
す
る
自
動
車
の
上
手
な
利
用
方
策
を
導

入
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

③

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
や
ア
ク
セ
ル
操
作
の
適
正

化
等
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
り
、
⑲
排
出
量
は
、
ー

0
%
以
上
削
減
可
能
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

貨
物
車
に
つ
い
て
は
、
燃
費
改
善
の
影
響
に
加
え
、
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
励
行
や
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ

フ
の
導
入
な
ど
の
企
業
努
力
も
あ
っ
て
、
貨
物
車
か
ら

の
鮠
排
出
量
は
近
年
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
o

こ
の
よ
う
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
自
動
車
の
使
い
方
の
工
夫

一
つ
で
、
鮠
排
出
量
は
大
幅
に
削
減
が
可
能
で
す
o
し
た

が
っ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
効
果
を
実
感

で
き
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
本
格

的
に
普
及
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
自
動
車
利
用
に
よ
る
⑩
排
出
量
を
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
提
供
す
る
た
め
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て

燃
費
メ
ー
タ
ー
の
標
準
装
備
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
等
の
普
及
を
官
民
協
力
し

て
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
本
格
的
普
及
の
た
め
に
は
、

公
安
委
員
会
が
実
施
し
て
い
る
教
習
所
や
免
許
更
新
時

に
お
け
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
効
果
等
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
の
ほ
か
、
公
的
機
関
や
関
係
機
関
を
活
用
し
た
普

及
施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④

荷
主
･
物
流
事
業
者
と
一
体
と
な
っ
た
施
策
の
取

組
み

貨
物
車
の
高
速
道
路
利
用
促
進
や
共
同
輸
配
送
の
実

施
、
車
両
の
大
型
化
と
積
載
率
向
上
、
生
活
道
路
の
通

行
抑
制
な
ど
の
企
業
と

一
体
と
な
っ
た
取
組
み
に
よ

り
、
⑩
排
出
量
の
一
層
の
削
減
が
可
能
で
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
荷
主
や
物
流
事
業
者

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
会
議
を
通
じ
た
取
組
み
な
ど
、
荷
主
や
物
流

事
業
者
と
道
路
管
理
者
が
連
携
し
た
取
組
み
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、公
共
事
業
に
関
連
す
る
貨
物
車
に
つ
い
て
は
、

率
先
し
て
グ
リ
ー
ン
物
流
施
策
を
推
進
す
る
よ
う
な
仕

組
み
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

2

渋
滞
が
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
走
れ
る
道
路
の
実
現

①

環
状
道
路
等
鮠
排
出
抑
制
効
果
の
高
い
道
路
整
備

の
重
点
化

大
都
市
圏
の
渋
滞
の
主
因
は
都
心
部
に
用
の
な
い
通

過
交
通
で
あ
り
、
環
状
道
路
は
こ
う
し
た
交
通
の
転
換

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
自
動
車
専
用
道
路
で
整
備
す



仮に、平成11年時点で首都圏の三環状道路が完成しているとした場合、約2 ~ 300万 t - C 0 2 / 年のC 0 2排

出量が削減されると推計。
同等の効果を樹木によるC 0 2吸収で得るためには、東京23区の約 3 ~ 4倍の植林･*が必要。
※…植林によるC 0 2吸収量は10.6 t - C 0 2 / ha / 年とした。

、 -、ン〉‐̂ &‐《 . コメ、、、.ソミ . ＼!′-!ごふら '‘-]】-̂ ビム外し2‐べ そメラ“~を “も、ノメヌ、
首都圏の台キロ当たりC 0 2排出量 (乗用車) 首都圏の台キロ当たりC 0 2排出量 (乗用車)

(平成= 年) (平成= 年十三環状)
、 1 ) 色は乗用車の台キロ当たりのC0 2排出量を示す。

アミ線 :多い道路 (0.240kg一C 0 2/ 台キロ以上) スミ線 :少ない道路 (0,240kg - C 0 2/ 台キロ未満)
し2 ) 平成日年センサスデータと乗用車の旅行速度別C0 2排出係数を用いて推計した。
、3 ) シミュレーションによる推計のため、 細部には誤差がある。

7 三環状整備によるC 0 2排出量削減効果

隣
群
遊
対
談
もげ
壤
ゑ
車

　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

　
　

o開

　

る
こ
と
に
よ
り
、
台
キ
ロ
当
た
り
の
の
排
出
量
が
少
な

い
道
路
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
渋
滞
緩
和
と
の
排
出

量
の
少
な
い
道
路
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
、
首
都
圏

の
三
環
状
を
は
じ
め
と
し
た
大
都
市
圏
の
自
動
車
専
用

道
路
に
よ
る
環
状
道
路
の
整
備
を
加
速
す
べ
き
で
す

(図
7
)。

ま
た
、
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
を
フ
ル
積
載
し
た
ト
レ

ー
ラ
ー
や
、
鉄
道
貨
物
･
内
航
貨
物
輸
送
用
ト
レ
ー
ラ

ー
が
自
由
走
行
で
き
る
よ
う
な
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
拡
充
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い
鉄
道

･
海
運
の
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、
鉄
道
駅
や
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②

主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
及
び
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
の

対
策

渋
滞
が
激
し
い
交
差
点
や
、
い
わ
ゆ
る

｢開
か
ず
の

踏
切
｣
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
先
頭
に
大
規
模
な
渋

滞
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
道
路
網
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
相
ま
っ
て
⑲
が

無
駄
に
、
か
つ
大
量
に
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
に
お
け
る
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
は
、
平
成
一
四

年
度
時
点
で
約
一
、
九
〇
〇
箇
所
存
在
し
、
ま
た
、
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
は
平
成
一
二
年
度
時
点
で
約
一
、
0

0
O
箇
所
存
在
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
箇
所
の
解
消
に
向
け
、
直
ち
に
重
点
的
か

つ
戦
略
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
交

差
点
の
改
良
等
を
中
心
に
、
公
安
委
員
会
が
行
う
信
号

制
御
の
高
度
化
と
連
携
し
て
、
渋
滞
の
解
消
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。

③

車
道
幅
員
の
減
少
や
流
入
抑
制
に
よ
る
人
に
優
し

い
道
路
の
実
現

環
状
道
路
や
バ
イ
パ
ス
が
完
成
し
た
地
域
に
お
い

て
、
そ
れ
ら
の
開
通
に
併
せ
、
こ
れ
ま
で
の
幹
線
道
路

や
既
存
の
抜
け
道
と
な
っ
て
い
る
道
路
に
お
い
て
、
車

道
幅
員
の
減
少
、
植
樹
･
歩
道
整
備
、
自
転
車
道
の
整

備
及
び
公
安
委
員
会
に
よ
る
流
入
抑
制
等
を
実
施
す
る

な
ど
、
市
街
地
部
へ
の
通
過
交
通
を
抑
制
す
る
施
策
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
同
時
に
推
進
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
結
果
と
し
て
市
街
地
に
お
け
る
歩
行
者
や
自
転

車
の
利
用
者
に
と
っ
て
快
適
で
か
つ
、
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
や
す
い
人
と
環
境
に
優
し
い
道
路
づ
く
り
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④

高
速
道
路
利
用
の
促
進

高
速
道
路
を
時
速
六
〇
如
で
走
行
す
る
場
合
の
⑩
排

出
量
は
、
渋
滞
し
て
い
る
一
般
道
路
を
時
速
二
〇
如
で

走
行
す
る
場
合
に
比
べ
て
約
四
割
も
少
な
い
と
い
う
結

果
が
あ
り
ま
す

(図
8
)。

一
方
、
我
が
国
の
高
速
道
路
の
利
用
率

(走
行
台
キ

ロ
ベ
ー
ス
)
は
、
約
一
三
%
と
海
外
に
比
べ
て
極
め
て

低
水
準
に
あ
り
ま
す

(図
9
)。

E
T
C
を
活
用
し
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
増
設

や
、
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
政
策
の
導
入
な
ど
を
通
じ



て
、
一
般
道
路
を
走
行
す
る
自
動
車
交
通
の
高
速
道
路

利
用
を
促
進
さ
せ
、
⑩
排
出
量
の
削
減
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

⑤

路
上
工
事
の
縮
減

路
上
工
事
は
、
近
年
縮
減
傾
向
に
あ
る
が
、
東
京
二

三
区
で
年
間
一
如
当
た
り
約
九
〇
〇
時
間
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

路
上
工
事
に
よ
る
渋
滞
は
⑲
排
出
の
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
お
り
、
工
事
事
業
者
間
の
調
整
や
情
報
開
示
等

に
よ
り
今
後
さ
ら
に
路
上
工
事
の
縮
減
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

箋※ 上グラフは、 大型 ･小型、 ガソリン ･ディーゼルを含め
た、 H 12における全国平均的な 1車両からの各種排出ガス
量を表したもの

出典 :国総研資料第14l号 ｢自動車排出係数の算定根拠｣

図 8 走行速度の向上と自動車から排出される
C 0 2との関係
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oo ｣ぼっこ 30 % こぼっこ アメリカ ドイツ フランス 日本
場合 場合 (2003年) (1998年) (2001年) (2003年度)

一般道路を走行していた自動車が高速道路の走行に転 ※ 我が国における高速道路とは、 高規格幹線道路、 地域
換し、 旅行速度が28km / h から62km / h に上昇すること 高規格道路、 その他自動車専用道路を含む
によって削減されるC0 2排出量
一般道路の旅行速度28km / h及び高速道路の旅行速度62km / h
、平成=年道路交通センサスにおける混雑時旅行速度の平均値

出典 : T U R N 道の新ビジョン、 国土交通省

図 9 高速道路利用の促進によるC0 2排出量削減効果
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3

道
路
空
間
の
活
用
工
夫
に
よ
る
鮠
の
削
減

①

道
路
緑
化
の
推
進

現
在
、
街
路
樹
や
道
路
の
法
面
緑
化
に
使
用
さ
れ
て

い
る
樹
木
は
、
高
木
だ
け
で
、
約
一
、
三
〇
〇
万
本
に

達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
万
三
、
0
0
o
m
の
森

林
に
相
当
し
、
鮠
吸
収
源
と
し
て
有
効
に
機
能
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
後
は
、
鮠
吸
収
効
果
と
い
う
点

に
更
に
着
目
し
て
積
極
的
な
道
路
緑
化
の
推
進
を
進
め

る
こ
と
が
有
用
で
す
。

そ
の
際
、
こ
れ
ま
で
の
線
的
な
道
路
緑
化
に
止
ま
ら

ず
、
一
定
の
ま
と
ま
り
あ
る
空
間
に
つ
い
て
は
原
則
的

に
樹
林
化
を
検
討
す
る
な
ど
、
道
路
空
間
を
徹
底
的
に

有
効
活
用
し
た
、
面
的
な
道
路
緑
化
を
展
開
す
る
こ
と

が
有
効
で
す
。

ま
た
、
道
路
に
面
す
る
公
園
な
ど
の
公
的
空
間
は
も

と
よ
り
、
私
的
空
間
も
含
め
て
、
沿
道
と
連
携
･
協
調

し
た
幅
を
有
す
る
面
的
な
緑
化
を
す
す
め
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

②

保
水
性
舗
装
等
の
導
入
促
進

都
市
部
に
お
い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
に
よ
る
地
表

面
被
覆
の
増
加
や
空
調
機
器
等
か
ら
の
人
工
排
熱
の
増

加
に
伴
う

｢ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
｣
が
進
ん
で
い

ま
す
。

道
路
の
舗
装
面
に
散
水

(打
ち
水
)
す
る
こ
と
に
よ

り
道
路
空
間
の
温
度
を
低
下
さ
せ
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
を
緩
和
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
抑
制
を
行
う

;首行セ の0館9 2!

▲L4 0 %



こ
と
が
可
能
で
す
。

そ
の
た
め
、
路
面
温
度
を
よ
り
効
率
的
に
低
下
さ
せ

る
舗
装

(保
水
性
舗
装
、
遮
熱
性
舗
装
等
)
の
導
入
を

促
進
す
る
こ
と
が
有
用
で
す
。

③

道
路
空
間
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献
す
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

(太

陽
光
･
風
力
等
)を
例
え
ば
道
路
照
明
な
ど
に
活
用
し
、

道
路
管
理
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
を
削
減
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
⑩
の
排
出
削
減
を
促
進
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。ま

た
、
道
路
空
間
を
活
用
し
、
ビ
ル
の
冷
房
廃
熱
を

集
約
、
さ
ら
に
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
輸
送
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
路
網
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
の
緩
和
、
冷
房
使
用
の
抑
制
に
よ
る
鮠
排
出
削
減

を
促
進
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

4

自
動
車
交
通
の
運
用
の
効
率
化

①

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
流
入
規
制
導
入
の
検
討

ロ
ン
ド
ン
で
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
る

な
ど
、
各
国
で
渋
滞
解
消
を
目
的
と
し
た
課
金
制
度
の

取
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
都
市
構
造
は
、
市
街
地
内
外
の
区
別
が
つ

き
に
く
い
な
ど
、
海
外
の
都
市
と
一
律
に
は
論
ぜ
ら
れ

な
い
面
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
我
が
国
の
都
市
構
造

の
特
性
も
加
味
し
た
上
で
、
公
安
委
員
会
等
、
関
係
す

る
機
関
と
連
携
し
、
局
所
的
な
都
市
内
へ
の
流
入
規
制

や
課
金
制
度
に
よ
る
都
市
内
渋
滞
緩
和
策
の
検
討
が
必

要
で
す
。

②

-
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
活
用
等

に
よ
る
道
路
交
通
情
報
の
提
供
の
充
実
等

道
路
交
通
情
報
の
提
供
に
よ
り
渋
滞
情
報
が
得
ら
れ

る
こ
と
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
渋
滞
箇
所
を
回
避
で
き
、

そ
の
結
果
全
体
と
し
て
実
走
行
燃
費
が
向
上
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

道
路
交
通
情
報
提
供
の
中
心
と
な
る
V
I
C
S
の
さ

ら
な
る
普
及
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
プ
ロ
ー

ブ
情
報
シ
ス
テ
ム
を
含
め
二
0
0
七
年
よ
り
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
を
一
台
の
車
載
器
で
利
用
出
来
る
I
T
S
車
載

器

(仮
称
)
に
よ
る
、
新
V
I
C
s
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

を
図
る
こ
と
が
有
用
で
す
。
ま
た
、
V
I
C
S
の
他
に

も
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
を
含
め
様
々
な
手
法
に
よ
り
、
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
道
路
交
通
情
報
の
提
供
の
充
実
に
努
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
I
T
S
の
展
開
で
利
用
可
能
と
な
る
様
々
な

道
路
交
通
情
報
を
物
流
事
業
者
等
が
よ
り
活
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
合
理
的
な
連
行
管
理
等
を
促
進

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
E
T
C
は
料
金
所
で
の
一
日
一停
止
が
な
く
な

る
と
と
も
に
、
料
金
所
付
近
の
渋
滞
解
消
に
も
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
、
V
I
C
s
及
び
E
T
C
の
本
格
的
な
普

及
に
向
け
た
施
策
を
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

(図
中
)。
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③

路
上
駐
車
対
策

渋
滞
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
違
法
駐
車
を
排
除
す
る

た
め
、
外
部
委
託
に
よ
る
駐
車
監
視
員
制
度
の
活
用
等

に
よ
る
公
安
委
員
会
の
取
締
ま
り
強
化
等
と
合
わ
せ
、

カ
ラ
ー
舗
装
に
よ
る
駐
停
車
禁
止
区
域
の
明
示
等
を
進

め
る
と
と
も
に
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
違
法
駐
車
抑

止
広
報
を
実
施
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
有

用
で
す
。

ま
た
、
取
り
締
ま
り
強
化
に
併
せ
、
駐
車
場
の
整
備
、

短
時
間
駐
車
の
料
金
の
低
減
や
、
駐
車
場
に
関
す
る
情

報
提
供
の
充
実
な
ど
、
駐
車
場
の
利
便
性
向
上
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
路
上
駐
車
が
著
し
く
交
通
の
流
れ
を
阻
害

す
る
区
間
で
は
、
路
上
に
荷
捌
き
駐
車
場
を
設
置
す
る

等
道
路
の
機
能
に
応
じ
た
道
路
構
造
上
の
対
応
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
上
説
明
し
て
き
た
、
具
体
的
な
政
策
を
体
系
的

に
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す

(図
=
)。

五

当
面
の
削
減
目
標
と
靴
ア
ク
シ
ョ
ン
晝

グ
ラ
ム
の
策
定

-

当
面
の
削
減
目
標

地
球
の
温
暖
化
の
防
止
に
向
け
て
、
効
率
的
な
自
動
車

交
通
の
実
現
に
よ
り
鮠
排
出
量
の
削
減
を
図
っ
て
い
く
こ

と
は
、
今
後
と
も
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
大
き

な
課
題
で
す
が
、
当
面
の
道
路
政
策
で
担
う
べ
き
削
減
目

図= 地球温暖化防止のための道路改革にかかる具体的施策の体系図



標
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

自
動
車
交
通
か
ら
の
鮠
排
出
量
は
自
動
車
単
体
の
燃
費

向
上
や
渋
滞
解
消
に
よ
る
速
度
向
上
等
に
よ
り
、
一
九
九

七
年
か
ら
徴
減
傾
向
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
と
も
様
々
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料
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燃
勣
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鰈
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也
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4
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※ 1 2004~ 2005年のC02排出量は1999~ 2003年のトレンドより推計
※2 目標 :京都議定書達成計画の目標

図12 C 0 2削減アクションプログラムと京都議定書目標達成計画の関係

な
観
点
か
ら
の
努
力
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
、
再
度
増

加
傾
向
に
逆
戻
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、

二
〇
一
〇
年
ま
で
に
経
済
状
況
の
変
化
及
び
道
路
整
備
等

の
要
因
に
よ
り
、
自
動
車
交
通
全
体
の
走
行
量

公
ロ
キ
ロ
)

は
全
体
で
約
三
%
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

結
果
、
⑲
排
出
量
は
約
八
O
0
万
t
ー
⑩
/
年
増
加
す
る

と
推
定
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
約
八
0
0
万
t
-
⑲
/
年
を
当
面
の
道

路
政
策
で
担
う
べ
き
削
減
目
標
と
し
ま
し
た
。

今
後
、
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
対
策
や
環
状
道
路
整
備
に

よ
り
約
七
o
o
方
t
ー
鮠
/
年
の
削
減
、
及
び
I
T
S
の

活
用
促
進
や
路
上
工
事
の
縮
減
等
に
よ
り
約
一
0
0
万
t

ー
⑩
/
年
の
削
減
を
図
り
、
今
後
少
な
く
と
も
自
動
車
交

通
か
ら
の
⑨
排
出
量
が
増
加
し
な
い
よ
う
な
政
策
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
の
達
成

は
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
多
様
な
施
策
や
国
民
の
協
力
を

得
て
そ
れ
以
上
の
削
減
を
目
指
し
、
目
標
の
達
成
を
よ
り

確
実
な
も
の
と
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す

(図
g
o

2

目
標
達
成
に
向
け
た

｢纖
削
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
｣
の
策
定

削
減
目
標
の
確
実
な
達
成
に
向
け
、
定
量
的
な
削
減
効

果
を
含
め
た
具
体
的
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
、
｢
⑩
削
減
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
期
間
は
二
〇

一
三
年
ま
で
と
し
、
こ

れ
は
京
都
議
定
書
で
は
削
減
目
標
を
二
〇
〇
八
年
か
ら
二

〇
三
一年
ま
で
の
五
年
間
の
平
均
値
と
し
て
い
る
た
め
で

す
。削

減
メ
ニ
ュ
ー
と
効
果
は
表
3
の
と
お
り
で
考
え
て
い

ま
す
。

お
わ
り
に

以
上
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
道
路
政
策
会
議
中

間
取
り
ま
と
め
の
内
容
を
詳
細
に
み
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
こ
う
し
た
と
り
ま
と
め
内
容
を
踏
ま
え
て
、
着
実
に

政
策
を
実
施
し
て
い
く
た
め
、
目
標
達
成
に
向
け
た

｢
鮠

削
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
の
策
定
と
、
こ
れ
に
対

応
し
た
予
算
措
置
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
道
路
政
策
会
議
は
、

鮠
削
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
を
経
て
、
本
年

二
一月
に
は
最
終
取
り
ま
と
め
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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表 3 C 0 2削減メニューと効果 (試算値) (2005 ~ 2012)

1 翻輪鰐繁鱗茅叢鱗穿き協議行暈の増加で l 約 8 0 0 万 t -C02/ 年 l

2 2 0 1 2年までに取り組む道路政策とそれによるC 0 2の削減効果

道路政策メニュー
2 0 1 2年までの
効果(試算値)
(｣ C 0 2/年)

2 0 10年までの
効果(試算値)
(t‐C 0 2/年)

{彎入と車のかかわり寿の再考

① 雛 錦自動車利用パターン ･自動車利用パターンの適正化を図るため地域住民
等とのコミュニケーションを実践

②奈義群のシステム改善と運 ･公共交通機関の利便性向上に向け、 公共交通事業
者、道路管理者、利用者、地方公共団体等が一体と
なって取り組む地域に総合釣に支援

“̂ l i文部議定書
日標達成tilt出費き鰯
イぜは {トー2。ノメー
※ 1、※2 )

(内 京都"-議定,辱
=孑疼f速成計画登録
fげは 0 ~ 2 0力 t
尭g、※2 )

③ エコドライブの推進
.デジタルタコメーターを用いた運行管理システム
の普及
･エコドライブ診断箋の実施

魂蓼薄葉謙麓窓体と
･環境負荷の少ない輸送システムに取り組む物流事
業者への支援
･公共事業に関連して利用される貨物車の環境配慮
の徹底

(錺渋滞がなく又ムーズに走れる道路の嚢現

①覆鰭錢嚢会搖癆翼蹴効巣 ･首都圏三環状の緊急整備による削減 約即 ~ 100万 約" ~ 70万

②麦誇張湖陵嶽ト及びボトル ･上要渋滞ポイント約 製 8 0 0箇所及びボトルネッ
ク踏切を含む踏切約5 4 0箇所の対策 約300 ~ 400万 約200 ~ 3O0万

③婁夢嗄認球蓬齢搬こ
･バイパスや環状道路が開通する藤に、交通規制や
容量削減施策による生活道路の通過交通抑制のため
の計画策定を支援

④高速道路利用の促進 ･高速道路利用率を約 l 7 96程度に向上 約200~ 300万 約200 ~ 300万

⑤ 路上工事の縮減
･地球温暖化対策大綱 ･目標達成計画で示した目標
値は概ね達成済み。今後、一層の努力を行うことで
さらなる削減を目指す

()~ 10万 (※ " 0 ~ 船方(※ 2 )

畑 道路空間の活用飜窯夫によるC0 2の削減

①道路緑化の推進
･線的な道路緑化に止まらず、道路に面する公団な
ど公的空間はもとより、私的空間も含めて沿道と連
携し面的な緑化を滌進

②保水性舗装等の導入促進
･道路の舗装面への散水 (打ち水) や、路面温度を
効率的に低下させる会瓶鶉 (保水性舗装、造熱性舗
装) の導入を促進

魂 雑 事こおける新エネルギ- ･新エネルギー (太陽光 ･風力等) を道路照明等に
活用し、道路管理に伴うエネルギー使用を削減

鱒自動事変遼の運用の効率化

I T S (高度道路交通システ
① ム)の活用等による道路交通情

報の提供の充実

･ V I C Sの利用促進
･ E T C の普及促進 100万 (※ 2 ) loo万 (※ "

②路上駐車対策 ･公安委員会の取り締まり強化と併せ、道路パト
ロール時に違法駐車の抑制施策を推進

^ 合 計 約650 ~ 9OO万 約55()~ 8節方

※ l rh量軌道システム、 L R T等の整備及び自転車道の整備等の自動車交通需要の調整による削減量

※ 2 京都議定書目標達成計画計上分のうち2005年~ 2010年に相当する分
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道路局総務課

宿

い" “ふ れ あ い“ “広 が る ",

川
川田
′

　

　

が

｢道の日｣ 2005 2 0 th A n n iv er sa r y

1圏だけの臨時開業 ｢道の駅
- 実施報告

が
野

昭
和
六
一
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

｢道
の
日
｣
中
央
行
事

も
今
年
度
で
二
〇
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
二
〇
回
を
記
念

し
て
、
今
年
度

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
は
、
｢"集
い
"
〃
ふ

れ
あ

い
“
"

広
が
る
“
｢
道
の
日
｣
2
0
0
5

8
暮

曾
巳
く円
の"淺

1
日
だ
け
の
臨
時
開
業

｢道
の
駅

品
川

宿
｣｣
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
品
川
駅
港
南
口
の
品
川
イ
ン

タ
ー
シ
テ
ィ

･
セ
ン
ト
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
に
て
実
施
し
ま
し

た
。当

日
は
快
晴
で
、
三
五
度
を
超
え
る
気
温
に
も
関
わ
ら

ず
、
二
万
人
を
超
え
る
来
場
者
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
道

路
は
あ
ま
り
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
意
義
や

重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
国
民
の
皆
様
に
道
路
へ
の

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
下
、
当
日
の
模
様
を
報
告
し
ま
す
。

報
告-

｢道
の
駅

品
川
宿
｣
の
一
日
~

【巾
時
30
分

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
】

開
場
前
午
前
九
時
頃
か
ら
集
ま
り
だ
し
た
来
場
者
は
、

一
〇
時
三
〇
分
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
開
始
時
に

は
、
五
0
0
人
程
に
増
え
て
い
ま
し
た
。
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
熊
谷
麻
衣
子
さ
ん
の
司
会
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
｢道
の
日
｣
実
行
委
員

会
海
野
代
表
幹
事
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
に
続
い
て
、
タ
レ

ン
ト
の
熊
田
曜
子
さ
ん
が
登
場
し
ま
し
た
。
海
野
代
表
幹

　　　　 　　 　
　 　　　

　 　　 　

　

　　　　　　　
　 　　

　　　　　

｢道の駅 品川宿｣ メインゲートイ
.

)

〆
◆

　

　　

　

　

　

　

　

オープニングセレモニーでのテープカット



事
が
熊
田
さ
ん
を

｢道
の
駅

品
川
宿
｣
の
一
日
道
の
駅

長
に
任
命
し
、
｢道
の
日
｣
並
び
に

｢道
の
駅
｣
の
P
R

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
｢道
の
駅

サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
北
竜

(北
海
道
)｣
の
有
馬
さ
ん
に
も
加
わ
っ
て
い

た
だ
き
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

司
会
者
の
合
図
で
テ
ー
プ
が
切
ら
れ
、
一
日
だ
け
の

｢道

の
駅

品
川
宿
｣
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

【11
時

｢道
の
駅
｣
ブ
ー
ス
散
策
】

色
と
り
ど
り
の

｢
の
ぼ
り
｣
が
立
て
ら
れ
た
各
々
の

｢道
の
駅
｣
ブ
ー
ス
か
ら
、
威
勢
の
い
い
掛
け
声
が
飛
び

交
い
、
ブ
ー
ス
間
の
通
行
通
路
も
特
産
物
を
買
い
求
め
る

人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
会
場
に
訪
れ
た
皆
さ

ん
は
、
各
地
方
の
特
産
物

･
観
光
資
源
を
見
て
、
食
べ
て
、

触
れ
て
、
全
国
の

｢道
の
駅
｣
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
｢道
の
駅

い
い
で
｣
の
飯
豊
牛
串
焼
き
&

玉
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
が
人
気
で
し
た
。

ご
存
知
の
と
お
り
、
｢品
川
宿
｣
は
東
海
道
の
第
一
の

宿
場
で
す
。
現
在
の

｢道
の
駅
｣
も
当
時
の

｢品
川
宿
｣

も
、
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り
、
文

化

･
情
報
な
ど
の
発
信
の
場
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
、

“

共
通
し
て
い
ま
す
。
｢道
の
日
｣
の
企
画
と
し
て
作
っ
た

9

こ
の

｢道
の
駅

品
川
宿
｣
を
通
し
て
、
さ
ら
に

｢道
の

200

駅
｣
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
｢道
｣
に
つ
い
て
関
心
を
も

セ　

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
た
の
が
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

道

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
夏
休
み
の
繁
忙
期
の
中
、
集
ま
っ

て
い
た
だ
い
た
三
七
の

｢道
の
駅
｣
の
皆
様
に
は
、
本
当

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【12
時

｢道
の
日

打
ち
水
大
作
戦
二

正
午
前
に
な
る
と
、
浴
衣
･
は
っ
ぴ
を
着
た
ス
タ
ッ
フ

に
促
さ
れ
、
来
場
者
が
会
場
奥
の

｢打
ち
水
｣
ゾ
ー
ン
へ

案
内
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
正
午
ち
ょ
う
ど
に
、
｢打
ち
水

大
作
戦
2
0
0
5
｣
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
で
あ

る
｢道
の
日

打
ち
水
大
作
戦
｣
を
実
施
す
る
た
め
で
す
。

こ
の
打
ち
水
に
は
、
約
一
〇
0
名
の
来
場
者
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
三
五
度
を
超
え
る
日
差
し

の
強
い
日
で
あ
り
ま
し
た
が
、
打
ち
水
前
と
後
で
気
温
が

0
･
七
度
下
が
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
｢道
の

日
｣
実
行
委
員
会
事
務
局
と
し
て
も
、
打
ち
水
を
通
し
て
、

｢道
を
大
切
に
思
う
｣
気
持
ち
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。

【13
時

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
】

一
三
時
か
ら
は
、
会
場
中
央
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。
時
間
に
な
る
と
、
多
く
の

多くの人で賑わった ｢道の駅 品川宿｣

｢道の日 打ち水大作戦｣



来
場
者
が
ス
テ
ー
ジ
前
に
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
メ
イ
ン

ス
テ
ー
ジ
の
最
初
は
、
例
年
行
わ
れ
て
い
る
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
推
進
標
語
表
彰
式
で
す
。
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
た
方
に
対
し
、
谷
口
道
路
局
長
よ
り
表
彰
状
及

び
盾
が
、
ま
た
一
日
道
の
駅
長
の
熊
田
曜
子
さ
ん
よ
り
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
は
、
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
で
あ
る
品
川
庄
司
さ
ん

の

｢道
の
日
｣
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
時
間
帯
に
は
、
ス

テ
ー
ジ
前
に
集
ま
っ
た
観
客
の
方
々
に
も
、
若
い
人
た
ち

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
軽
妙
な
ボ
ケ
と
突
っ
込
み
で
、
二

〇
分
間
会
場
を
爆
笑
の
渦
で
包
み
込
み
ま
し
た
。
そ
の
ま

ま
ス
テ
ー
ジ
は
、
｢道
の
日
｣
ク
イ
ズ
大
会
に
移
り
ま
す
。

鬮

｢全
国
の
道
の
駅
の
数
は
?
｣
｢国
道
は
何
号
ま
で
あ
る
?
｣

な
ど
道
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
を
紹
介
し
、
観
客
の
皆
様
に

当
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
見
事
正
解
さ
れ
た
方
に
は
、

｢道
の
駅
｣
ク
ー
ポ
ン
券
や
、
サ
イ
ン
入
り
T
シ
ャ
ツ
な

ど
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
景
品
を
も
ら
っ
た
方
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
ス
テ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
全
員
が
、

人
気
タ
レ
ン
ト
の
方
々
と
一
緒
に
道
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
で
、
多
少
な
り
と
も

｢道
｣
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

【15
時

大
道
芸
】

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
が
終
っ
て
も
、
来
場
者
の
数
に
衰
え

ステージを大いに盛り上げた ｢品川庄司｣

｢道路ふれあい月間｣ 推進標語表彰式

子どもたちに大人気だった大道芸
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は
無
く
、
｢道
の
駅
｣
ブ
ー
ス
は
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

ン
ス
テ
ー
ジ
に
引
け
を
と
ら
な
い
観
客
が
ス
テ
ー
ジ
周
り

会
場
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
大
道
芸
が
繰
り
広
げ
ら
れ

に
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
時
間
帯
に
な
る
と
日
差
し
も
和

て
い
ま
す
。ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や
足
長
の
風
船
ピ
エ
ロ
な
ど
、

こ
の
時
間
帯
は
家
族
連
れ
の
お
客
様
も
多
く
な
り
、
大
道

芸
の
周
り
に
は
絶
え
ず
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

【15
時
30
分

そ
れ
い
け
-
･

ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
】

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
は
、
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
る

｢
そ
れ
い
け
!

ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
｣
が
中
央
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
始
ま
り
ま
し
た
。
家
族
連
れ
の
来
場
者
は
こ

れ
を
目
当
て
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
方
も
多
く
、
メ
イ

ら
ぎ
、
多
少
し
の
ぎ
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

【17
時

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
】

司
会
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
り
、
｢道
の
駅
｣
品
川
宿
が

閉
店
し
ま
し
た
。
当
日
は
快
晴
で
、
三
五
度
を
超
え
る
気

温
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
万
人
を
超
え
る
来
場
者
数
を
記
録

し
ま
し
た
。
例
年
行
っ
て
い
る

｢道
の
日
｣
を
国
民
の
祝

日
に
と
い
う
署
名
活
動
を
本
年
も
行
い
ま
し
た
が
、
四
五

〇
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト

も
五
六
〇
名
の
方
に
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

;

イ
ベ
ン
ト
全
体
と
し
て
は
、
大
き
な
事
故
も
無
く
、
無

9

事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き

00

ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
暑
い
中
、

セ

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
o

断

　　　　′′
で
ノ

　　
　

　

　

ん

、ノ

　

　

添轆
製潴
癪

〉
ジ

ョ

　　
　　
　
　

　

　
　　

　

　

　　
　　

ス
マン

ステージは多くの家族連れで賑わいをみせた



道路局道路交通管理課

　　　　　　　　　　

｢道路ふれあい月間｣IIJ
に行事報告について

鬱

礎

ま
た
、
こ
の
た
め
に

｢道
の
駅
｣
等
道
路
利
用
者
が
多

く
集
ま
り
、
か
つ
地
域
情
報
を
発
信
で
き
る
場
所
の
活
用

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
種
運
動
が
当
該
月
間
を
越
え
た
効
果
の
あ

る
取
組
み
に
つ
な
が
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

本
年
度
も
、
道
路
の
役
割
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の

関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
全
国
各
地
で

イ
ベ
ン
ト
や
道
路
清
掃
な
ど
の
道
路
に
ち
な
ん
だ
各
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

八
月
五
日

(金
)
午
前
八
時
四
五
分
か
ら
九
時
三
〇
分
ま

で
、
国
土
交
通
省
道
路
局
、
関
東
地
方
整
備
局
主
催
に
よ

る

｢オ
フ
ィ
ス
街
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
2
0
0
5

會
眼
ヶ
関

官
庁
街
等
道
路
清
掃
)｣
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
霞
が
関
付
近
の
国
道

一
号

(桜
田
通
り
)、

国
道
二
〇
号

(内
堀
通
り
)、
都
道

(六
本
木
通
り
)、
都

道

(祝
田
通
り
)
な
ど
の
歩
道
総
延
長
約
九
･
九
皿
を
沿

道
の
官
庁
や
民
間
の
ビ
ル
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
万
々
一
、

一
0
0
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
箒
、
熊
手
等
を
手
に

空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
た

り
、
植
込
み
の
雑
草
を
取
り
、
快
い
汗
を
流
す
と
と
も
に

通
勤
途
中
の
方
々
に
も
道
路
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た

(写
真
ー
)。

こ
の
他
、
道
路
交
通
の
安
全
、
道
路
の
正
し
い
利
用
ま

た
は
道
路
愛
護
等
に
努
め
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ

写真 1 官庁街の道路清掃

国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
を
利
用
し
て
い
る
国
民
に
改

め
て
道
路
と
ふ
れ
あ
い
、
道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
道
路
を
い
つ
く
し
む
と

い
う
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
及
び
道
路
の
正
し
い
利
用
の

啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
八
月
一
日
か
ら

八
月
三
一
日
ま
で
の
一
カ
月
間
を
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

と
定
め
、
地
域
住
民
が
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
参
画
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
各
種
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

本
月
間
中
、
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と
す
る
各
道
路
管

理
者
に
お
い
て
も
、
関
係
省
庁
、
関
係
団
体
等
の
協
力
を

得
つ
つ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
層
に
様
々

な
行
事
を
通
じ
て
、
道
路
の
必
要
性
や
道
路
の
持
っ
て
い

る
役
割
、
使
い
方
や
道
路
愛
護
等
に
つ
い
て
の
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
各
種
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

“o 道イテセ 2005.9



っ
た
六
七
団
体
及
び
一
人
個
人
に
対
し
て
国
土
交
通
大
臣

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し

、
＼

･

さ
ら
に
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
に
つ
い

て
は
、
｢道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産

で
す
。
〈
み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、
常
に

広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に
楽
し
く
利
用
し
ま
し
ょ

う
〉｣
を
テ
ー
マ
に
平
成
一
七
年
二
月
中
旬
か
ら
三
月
三

一
日
ま
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、全
国
か
ら
過
去
最
高
の
五
、

三
五
三
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
浅
井
愼
平

(写
真
家
)、

残
間
里
江
子

(プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
)、
陣
内
貴
美
子

(元

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
)、
山
田
美
保
子

(放
送
作
家

･
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
)
の
四
氏
に
よ
り
審
査
が

行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
四
点
、
優
良
賞
四
点

そ
し
て
、
八
月
六
日
に
品
川
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
･
品
川

グ
ラ
ン
ド
コ
モ
ン
ズ
の
セ
ン
ト
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ

れ
た

｢道
の
日
｣
の
中
央
行
事
に
お
い
て
、
｢道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
最
優
秀

賞
の
八
木
ま
ど
か
さ
ん
、
優
秀
賞
の
瀬
森
崇
さ
ん
、
横
井

花
深
さ
ん
に
谷
口
道
路
局
長
か
ら
賞
状
、
楯
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
副
賞
に
つ
い
て
は
、
『
一
日
だ
け
の
臨
時
開
業

｢道
の
駅

品
川
宿
｣』
一
日
駅
長
の
タ
レ
ン
ト
の
熊
田
曜

子
さ
ん
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た

(写
真
2
･
3
)。

こ
の
他
、
優
良
賞
に
つ
い
て
は
各
地
方
整
備
局
に
お
い

て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
最
優
秀
賞

ベ
ビ
ー
カ
ー

車
椅
子
に
も

笑
顔
の
道
を

八
木
ま
ど
か

さ
ん

"道イテセ 2005,9 4!

○
優
秀
賞

一
般
の
部

庭
掃
除

そ
の
手
で
ち
ょ
っ
と

道
掃
除

原

峻
一
郎

さ
ん

い
い
道
は

住
む
人
み
ん
な
が

管
理
人

瀬
森

崇

さ
ん

学
生
の
部

き
れ
い
な
道
は

通
る
み
ん
な
が

い
い
き
も
ち

横
井

花
深

さ
ん

こ
の
道
は

あ
な
た
に
と
っ
て

ど
ん
な
道

天
野

宏
紀

さ
ん

　

　　

　
　　　
　　
　
　

　　
　　

　

　
　

　
　
　
　

･

才

ゞ
の
隊
鮫躍
潔-
-
!

浚薄
な

C
優
良
賞

　

　

　

　　
　　

　

　

　
　
　
　

　
　

　

‘

腿

“

瀦
ジ
,

一
般
の
部

　　
　

　 　 　 　 　　
　　　　　　　　

谷口道路局長を交えて、受賞者のみなき

写真 2 平成17年度 ｢道路ふれあい月間｣ 推

で

で

ん

し

た

　
　

　

　

　

　

　

　　
　
　

　
　
　
　

　
　　
　

　

　
　

滋
鼈

見
慣
れ
て
る

い
つ
も
の
道
路
に

感
謝
し
て

　
　

渡
邊

敏
文

さ
ん

ぞ
“
衰
え

い
い
暮
ら
し

い
い
明
日
支
え
る

い
い
道
路

原
田
祥
二
郎

さ
ん

進標語表彰式

纖竇
製

浚癖
遅
潮

路
撮

人
々
の

願
い
で
で
き
た

道
歩
く

麓
榊
廉

'

、さ

･
局
影

学
“
“
部

鮒皺醗ルw騙…鱗

!
姦濃
蔚巻
御
翻

池
田

将
人

さ
ん

　　

　　

　
　　
　
　

　　
　

　
　　

　
　　
　
　　

　

中
島
宣
彼
心子

さ
ん



地方衛事報告について　
　

も

本東日本編

　　　　　　　　

『遭幡ふれあい月間｣ '

に

藁

　

鱗

隷
満
I,l
,‘‘‘‘,l
,!
,,,;
!
!
:
--"
---------------------

÷

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

.
｢道
の
日
｣
の
行
事
報
告

…

　

　

北
海
道
開
発
局
汁

北
海
道
開
発
局
で
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
及
び

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
道
内
各
地
で
関
係
機
関

及
び
地
元
住
民
の
協
力
を
得
て
、
多
彩
な
行
事
を
実
施
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆

｢道
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
5
｣

八
月
一
〇
日

(水
)
札
幌
市
内
に
あ
る

｢サ
ッ
ポ
ロ
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
｣
を
会
場
と
し
て
、
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会

(北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
、
札
幌
市
、
日

本
道
路
公
団
北
海
道
支
社
)
主
催
に
よ
る

｢北
の
道
再
発

見
~
北
海
道
の
宝
物
を
未
来
へ
｣
を
テ
ー
マ
に

『夏
休
み

道
路
体
験
館
m
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
』
を
開
催
し
、
大
勢
の
家

族
連
れ
の
方
々
が
訪
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
｢景
観

･
歴
史

･
特
産
品

･
自
然

･
技

術
･
人
･
学
習
｣
の
七
つ
の
項
目
を

｢宝
物
｣
と
し
て
取

り
上
げ
、
こ
の
七
つ
の

｢宝
物
｣
と
北
海
道
に
お
け
る

｢道
｣
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
紹
介
す
る
た
め
、
ス
テ
ー

ジ
や
各
種
の
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。ス

テ
ー
ジ
で
は
、
北
海
道
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た

｢道
の
日
｣
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行
い
、
低
学

年
の
部

(
一
.
二
年
生
)、
中
学
年
の
部

(三
･
四
年
生
)、

写真 1 子供造形コーナー

高
学
年
の
部

(五
･
六
年
生
)
の
各
部
門
そ
れ
ぞ
れ
、
最

優
秀
賞
一
名
、
優
秀
賞
三
名
の
方
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
表
彰
式
終
了
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
局
に
よ

る
ラ
ジ
オ
公
開
放
送
を
行
い
、
｢宝
物
｣
を
テ
ー
マ
と
し

た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
を
メ
イ
ン
に
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

七
つ
の

｢宝
物
｣
の
テ
ー
マ
ご
と
に
ゾ
ー
ン
を
設
け
、

美
し
い
景
観
づ
く
り
、
魅
力
あ
る
観
光
空
間
づ
く
り
、
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

"
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ

イ
"
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

･
V
T
R
紹
介
、
道
の
技
術

を
伝
え
る
道
路
資
材
や

｢災
害
対
策
車
｣
の
実
物
展
示
、

｢
つ
る
つ
る
路
面
体
験
｣
コ
ー
ナ
ー
を
含
め
た
冬
期
道
路

管
理
に
関
す
る
紹
介
、
道
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
冬
期
間
の
通
行

確
保
に
大
活
躍
す
る

｢
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
｣
の
ラ
ジ
コ
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ま
た
、
小
樽
~
札
幌
間
の
舗
装
完
成
五
〇
周
年
を
記
念

し
、
｢サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
｣
会
場
を
起
終
点
に
札

幌
~
小
樽
間
を
昔
懐
か
し
い
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
を
利
用
し

た
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
道
中
の
様
子
を
、
ラ
ジ
オ
公
開
放

送
の
中
で
紹
介
し
ま
し
た

(写
真
2
)。

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
道
路
の
歴
史
や
道
路
の
役
割
、

大
切
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
た
と
と
も
に
、
道
路
に
対

し
て
よ
り
一
層
の
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

◆
道
内
各
地
で
の
取
組
み
に
つ
い
て

道
内
各
地
に
お
い
て
、
各
地
域
の
道
路
管
理
者
が
共
同

し
て
地
域
住
民
参
加
の
も
と
道
路
の
清
掃
や
美
化
活
動
を

行
っ
た
り
、
維
持

･
除
雪
機
械
の
展
示
･
体
験
試
乗
会
、

｢道
の
駅
｣
等
で
の
道
路
の
P
R
や

｢道
路
工
事
現
場
見

学
会
｣
な
ど
様
々
な
取
組
み
を
行
い
ま
し
た

(写
真
3
)。

各
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
地
域
住
民
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
道
路
愛
護
思
想
の
啓
発
や
道

路
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ン
カ
ー
コ
ー
ナ
ー
や
み
ん
な
で
一
枚
一
枚
描
い
た
小
さ
な

絵
を
つ
な
げ
る
と
大
き
な
一
枚
の

｢夢
の
都
市
｣
の
絵
に

な
る
子
供
造
形
コ
ー
ナ
ー
は
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
が
楽

し
そ
う
に
体
験
し
て
い
ま
し
た

(写
真
1
)。

写真3 道路クリーンアップ作戦 写真 2 懐かしいボンネットバス

骸
道
路
フ
テ

2
0
0
5

…
"
人
と
人
を
つ
な
ぐ
･
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
･グ

-

東
北
地
方
整
備
局

…

管
内
の
各
事
務
所
に
お
い
て
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

中
に
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
中
で
、
今
年
で
一
九
回
目
と
な
る

｢道
路
フ
ェ
ア
｣
を

｢道
の
日
｣
で
あ
る
八
月
一
0
日

(水
)
に
仙
台
市
青
葉

区
に
あ
る

｢勾
当
台
公
園
市
民
の
広
場
｣
で
開
催
し
ま
し

た
。
前
日
夜
半
か
ら
の
雨
が
、
当
日
朝
ま
で
降
り
続
く
あ

い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
開
催
時
刻
の
一
〇
時
頃
は
小

雨
と
な
り
、
子
供
連
れ
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
利
府
太
鼓
の
演

奏
後
、
整
備
局
長
の
あ
い
さ
つ
、
仙
台
市
内
の
小
学
生
が

応
募
し
た

｢道
路
の
絵
画
展
｣
や

｢東
北
地
方
道
路
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
｣
｢道
路
愛
護
団
体
｣
の
各
種
表
彰
及
び
伝

達
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
｢
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
マ
ッ
ク
ス
&
タ
ロ
ウ
の
ヒ

ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
｣
、
｢中
国
雑
技
団
シ
ョ
ー
｣
、
｢
H
I
P
H

O
P
シ
ョ
ー
｣
、
地
元
留
学
中
の
ネ
パ
ー
ル
の
小
学
生
も

参
加
し
た

｢利
府
太
鼓
｣
の
演
奏
と
続
き
、
ス
テ
ー
ジ
前

テ
ン
ト
は
終
始
満
員
の
状
態
で
し
た
。

常
設

(テ
ン
ト
)
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
パ

ビ
リ
オ
ン
｣
と
名
付
け
た
テ
ン
ト
内
で

｢道
路
資
料
館

"み

ち
あ
む
"｣
か
ら
移
動
展
示
と
な
る

｢ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
｣
、

｢パ
ネ
ル
展
示
｣
、
｢視
覚
障
害
者
誘
導
シ
ス
テ
ム
｣
等
の

展
示
、
｢
E
T
C
｣
、
｢
I
T
S
｣
、
｢
ユ
ビ
キ
タ
ス
｣
の
ビ

デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
｢道
路
の
絵
画
展
｣
｢東

北
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
｣
の
入
選
作
品
の
展
示
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
｢主
催
者
出
展
コ
ー
ナ
ー
｣
で

は
｢道
路
フ
ェ
ア
｣
を
主
催
し
て
い
る
東
北
地
方
整
備
局
、
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写真 I セグウェイの試乗の様子

仙
台
河
川
国
道
事
務
所
、
東
北
幹
線
道
路
調
査
事
務
所
、

宮
城
県
、
仙
台
市
、
日
本
道
路
公
団
東
北
支
社
、
宮
城
県

道
路
公
社
の
う
ち
、
整
備
局
か
ら
は

｢街
道
ふ
れ
あ
い
コ

ー
ナ
ー
｣
と
し
て
、
イ
ザ
ベ
ラ
バ
ー
ド
、
菅
江
真
澄
、
松

尾
芭
蕉
な
ど
東
北
を
旅
し
た
著
名
人
が
ど
の
よ
う
に
道
と

関
係
し
て
い
た
の
か
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
と
各
種
事

業
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
、
宮
城
県

で
は
花
の
苗
、
仙
台
河
川
国
道
事
務
所
で
は
除
草
後
の
草

を
利
用
し
た
堆
肥
の
配
布
、
公
団
で
は
プ
リ
ク
ラ
な
ど
を

利
用
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
に
あ
る

｢過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
｣
に

関
連
し
た
展
示
と
し
て
は
、
人
力
車

(過
去
)
↓
現
在

(小
型
除
雪
車

,
高
所
作
業
車

･
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
･
パ
ト
カ
ー
)
↓
未
来

(セ
グ
ウ
ェ
イ

(写
真

1
こ

･
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー

･
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
)
の
乗
り
物

県の ｢道の駅コーナー｣
写真 2 名産品などが販売された東北 4

の
展
示
や
試
乗
を
行
い
、
整
理
券
を
発
行
す
る
ほ
ど
の
人

気
ぶ
り
で
し
た
。
ま
た

｢道
の
駅
の
コ
ー
ナ
ー
｣
で
は
東

北
四
県
か
ら
人
駅
の
出
店
が
あ
り
、
各
地
の
名
産
品
･
特

産
品
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た

(写
真
2
)。
特
に
生
鮮

野
菜
な
ど
を
買
い
求
め
る
方
が
多
く
盛
況
で
し
た
。

｢遊
ゾ
ー
ン
｣
と
名
付
け
た
テ
ン
ト
で
は
、
ス
ト
ー
ン

ア
ー
ト
や
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
ぬ
り
絵
な
ど
子
供
達
の

創
作
意
欲
を
駆
り
立
て
る
も
の
、
バ
ス
型
の
フ
ワ
フ
ワ
遊

具
で
遊
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

会
場
外
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
会
場
と

｢道
路
資
料
館

"み

ち
あ
む
“｣
、
｢仙
台
交
通
管
制
室
｣
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
連
行
し
た
り
、
仙
台
共
同
溝
な
ど
普
段
見
る
機
会
の

少
な
い
施
設
の
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
に
来
場
し
た
方

か
ら
は
｢
一
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
｣

｢毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
｣
と
い
っ
た
意
見
を
多
く

聞
く
こ
と
が
で
き
、
楽
し
み
な
が
ら
道
路
に
関
心
を
持
っ

て
帰
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

義
滋------ーー--------------l
iー------------ーll1----------l--

う
"道

“
に
つ
い
て
考
え
、
“涼
の
知
恵
“
を
楽
し
む
一
日

｢関
東
道
路
フ
ェ
ア
2
0
0
5

ー
源
道
ー
｣

開
催
し
ま
し
た
。
一

関
東
地
方
整
備
局

“

｢

1-------‘---ll1----------i'9l-1---------ll
l

-1----耕

関
東
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
及
び

｢道
の
日
｣
制
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
本
局
及

び
各
事
務
所
に
お
い
て
、
様
々
な
行
事
･
取
組
み
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

本
局
主
催
の
｢道
の
日
｣
行
事
の
｢関
東
道
路
フ
ェ
ア
｣

も
本
局
移
転
に
伴
い
、
さ
い
た
ま
新
都
心

"け
や
き
ひ
ろ

ば
“
に
場
所
を
移
し
早
い
も
の
で
五
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
本
稿
で
は
、
本
局
主
催
イ
ベ
ン
ト

｢関
東
道
路
フ

ェ
ア
2
0
0
5
｣
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

｢関
東
道
路
フ
ェ
ア
2
0
0
5
｣
は
、
八
月
一
〇
日

(水
)

の

｢道
の
日
｣
に
開
催
し

(共
同
主
催

…
日
本
道
路
公
団
、

首
都
高
速
道
路
公
団
、
東
日
本
電
信
電
話
㈱
、
東
京
電
力
㈱
、

東
京
ガ
ス
㈱
、
道
路
占
用
企
業
連
絡
協
畿褻
云、
協
賛

…関
東

｢道
の
駅
｣
連
絡
会
、
後
援
"埼
玉
県
、
さ
い
た
ま
市
、
さ

い
た
ま
市
教
育
委
員
会
)、
今
年
は

｢"道
"
に
つ
い
て
考

え
、
"涼
の
知
恵
“
を
楽
し
む

一
日
｣
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、



道
を
介
し
た
懐
か
し
い
日
本
の
風
景
の
中
、
道
路
事
業
と

し
て
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
等
の
道
路
空
間
を
涼
し

く
す
る
た
め
の
技
術
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
か
つ
て
日

本
人
が
持
っ
て
い
た

｢道
｣
と
の
関
わ
り
方
、
｢涼
む
工

夫
｣
を
子
供
達
に
伝
え
、
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら

｢道
｣

に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
企
画
を
進
め
、
ス
テ

ー
ジ
上
で
進
行
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
ま
わ
り
を
囲
む

フ
ィ
ー
ル
ド
の
ブ
ー
ス
で
の
催
し
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
構
成
と
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
目
玉
と
し
て
は
、
廃
材
で
作
っ
た

｢リ
サ
イ
ク

ル
風
鈴
｣
を
一
般
公
募
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
沢
山
の

方
々
か
ら
出
展

(約
四
五
〇
個
)
が
あ
り
、
会
場
が
色
と

り
ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
風
鈴
に
よ
り
飾
り
付
け
ら
れ
、
大

変
風
情
あ
る
会
場
の
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た

(写
真
1
)。

ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
道
路
都
路
政
課
二
俣

写真 1 けやきひろばに飾り付けられた
クル風鈴｣

巻

ミ

リrI･

課
長
の
開
催
宣
言
、
地
元
川
口
市
の

｢酔
鼓
會
｣
の
子
供

達
に
よ
る
勇
壮
な
太
鼓
演
奏
で
幕
を
開
け
、
｢涼
｣
を
テ

ー
マ
に
し
た
落
語
、
道
路
事
業
に
お
け
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
対
策
に
つ
い
て
模
型
等
を
使
っ
て
の
P
R
、
午
後
の

部
で
は
、
平
成
一
七
年
度

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進

標
語
に
入
選
さ
れ
た
渡
邊
さ
ん
、
中
島
さ
ん
の
表
彰
式
を

行
い
、
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
徳
山
道
路
部
長
か
ら
授
与

し
て
頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
風
鈴
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
、
今

回
出
展
し
て
頂
い
た
風
鈴
か
ら
特
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
等

を
選
出
し

(優
秀
賞
一
八
作
、
う
ち
最
優
秀
賞
二
作
品
)、

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

(写
真
2
)。

ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
N
H
K
教

育
テ
レ
ビ

｢ド
レ
ミ
の
テ
レ
ビ
｣
で

｢と
も
と
も
｣
の
愛

称
で
子
供
達
に
お
な
じ
み
の
打
楽
器
奏
者
、
山
口
と
も
氏

“
^
"
式

Z

彰

　

　
　
　　
　
　
　写真2 リサイクル風鈴コンテスト表彰式

に
よ
る
廃
品
打
楽
器
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
し
た

が
、
幼
稚
園
児
と
の
パ
レ
ー
ド
に
よ
る
入
場
に
始
ま
り
、

会
場
の
子
供
達
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、
廃
品
と

は
思
え
な
い
演
奏
に
会
場
の
子
供
達
が
夢
中
に
な
る
中
、

最
後
ま
で
盛
況
の
内
に
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た

(写
真
3
)。

ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
行
す
る
中
フ
ィ
ー
ル
ド
で

は
、
各
共
催
企
業
等
の
ブ
ー
ス
の
他
、
道
の
駅
か
ら

｢富

楽
里
｣
、
｢も
て
ぎ
｣
、
｢甲
斐
大
和
｣、
｢南
房
総
道
の
駅
連

絡
会
｣
、
｢関
東
道
の
駅
連
絡
会
｣
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

か
ら

｢さ
い
た
ま
市
リ
サ
イ
ク
ル
女
性
会
議
｣
、
保
水
性

舗
装
等
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
を
紹
介
す
る
民
間
各

社
の
ブ
ー
ス
、
｢関
東
草
笛
の
会
｣
に
よ
る
草
笛
教
室
や

道
路
風
景
写
真
を
背
景
に
し
た

｢私
だ
け
の
う
ち
わ
プ
レ

写真 3 幼稚園児による廃品打楽器を使った
パレード



ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
｣
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
指
導
に

よ
る

｢手
作
り
風
鈴
教
室
｣
、
金
魚
す
く
い
な
ど
の

｢縁

日
コ
ー
ナ
ー
｣
な
ど
、
い
ず
れ
の
ブ
ー
ス
も
大
変
な
賑
わ

い
と
な
り
、
別
会
場
で
の
降
雨
･
土
石
流
体
験
車
に
よ
る

疑
似
体
験
、
共
同
溝
見
学
ツ
ア
ー
も
多
数
の
参
加
者
で
し

た
が
盛
況
で
し
た
。

当
日
は
、
開
始
早
々
の
雨
に
悩
ま
さ
れ
た
も
の
の
、
午

後
に
は
快
晴
と
な
り
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
来
場
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
た
く
さ
ん
の
方
々
が
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て

｢道
｣
を
身
近
な
も
の
と
感
じ
て
い
た

だ
き
、関
心
を
高
め
て
頂
け
た
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、従
来
か
ら
の
協
力
団
体
を
増
や
し
た
こ
と
や
、

手
作
り
風
鈴
の
応
募
、
大
学
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
導
入
な
ど
、
新
し
い
試
み
も
多
く
と
ま
ど
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
協
力
関
係
も
で
き
、
当
地

整
の
今
後
の
道
の
日
の
広
報
の
あ
り
方
の
検
討
材
料
と
し

て
得
る
も
の
が
沢
山
あ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

…
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
･
道
の
日
｣
行
事
報
告

…
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
･
道
の
日
｣
行
事
報
告

北
陸
地
方
整
備
局
亭

北
陸
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
及
び
八
月
一
O
日
の
｢道
の
日
｣
の
主
旨
を
踏
ま
え
、

管
内
の
道
路
系
事
務
所
に
お
い
て
、
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
様
々
な
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

以
下
に
主
な
イ
ベ
ン
ト
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
2
0
0
5

道
と
あ
そ
ぼ
う
･
ど
う
ろ
ば
ー
く

(八
月
二
日

(火
)
上
越
市
｢上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
｣)

今
年
も

｢わ
く
わ
く
パ
ー
ク
｣
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
人

形
劇
団
の
公
演
、
マ
ジ
ッ
ク
、
道
路
に
関
す
る
ク
イ
ズ
等

を
通
じ
て
道
路
愛
護
の
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
わ
ん
ぱ
く
お
祭
り
広
場

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣

(八
月
三
日

(水
)
長
岡
市
長
岡
駅
前
大
手
通
り
)

長
岡
ま
つ
り
の
昼
行
事

｢わ
ん
ぱ
く
お
ま
つ
り
広
場
｣

に

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣
を
設
け
、
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
、
メ

ル
ヘ
ン
号

(山
車
)
と
記
念
撮
影
、
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
の

展
示
、道
の
相
談
室
と
道
の
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
等
を
開
催
。

多
数
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た

(写
真
-
)。

ま
た
、
F
M
な
が
お
か
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
に
て
道

路
事
業
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

◆
2
0
0
5

に
い
が
た
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(八
月
四
日

(木
)
新
潟
市
万
代
一
丁
目
)

歩
行
者
天
国
の
会
場
で
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
、
大
道

芸
、
地
元
小
学
生
の

｢万
代
太
鼓
｣
、
パ
ト
カ
ー
･
白
バ

イ
等
の
展
示
、
道
路
上
で
の
落
書
き
コ
ー
ナ
ー
、
水
ヨ
ー

ヨ
ー
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
衝
撃
体
験
な
ど
た
く
さ
ん
の
楽
し

い
企
画
を
実
施
し
ま
し
た

(写
真
2
)。

　 　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　
1 一生懸命ぬりえをする子どもたち

さ
"真

に
葵
写



ま
た
、
会
場
で
は
新
潟
市
内
の
小
学
生
に
よ
る
道
路
愛

護
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
式
と
応
募
全
作
品
を
展
示
し
ま
し

た
。

◆
2
0
0
5

人
と
人
･
道
で
つ
な
ぐ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(八
月
一
〇
日

(水
)
富
山
市
婦
中
町
｢
フ
ァ
ボ
ー
レ
｣)

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
、
お

も
し
る
ア
イ
デ
ア
道
路
標
識
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀
作
品
や

｢道
の
日
｣
関
連
の
写
真
パ
ネ
ル
等
の
展
示
を
行
い
、
道

路
功
労
者

･
道
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

･
お
も
し
る
ア
イ

デ
ア
道
路
標
識
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
同
時
に
開
催
し

ま
し
た
。

"
第

一
九
回

道
路
ま
つ
り

(八
月
一
三
日

(土
)
一
般
国
道

一
五
七
号

金
沢
市
内

む
さ
し
~
片
町
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

(
｢

五
〇
0
m
))

昭
和
六
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
道
路
ま
つ
り
は
今
年
で
第

一
九
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
打
ち
水
大
作
戦
も
今
回
で
二

回
目
と
な
り
、
夏
真
っ
盛
り
の
時
期
に
、
見
た
目
に
も
涼

を
感
じ
ら
れ
る
古
都
金
沢
ら
し
い
風
情
を
演
出
し
ま
し

た
。
大
賑
わ
い
と
な
り
、
多
く
の
方
々
に
道
路
事
業
に
興

味
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
し
っ
か
り
P
R
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た

(写
真
3
)。

せ

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
で
の
取
組
み中

部
地
方
整
備
局
外

中
部
地
方
整
備
局
並
び
に
管
内
の
道
路
関
係
事
務
所
に

お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
及
び
地
元
の
皆
様
の
協
力
を
得

な
が
ら
様
々
な
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
以
下
に
そ

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
イ
ベ
ン
ト
活
動

『第
一
九
回
み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

~
さ
て
!

み
て
!

学
ぼ
う
!

災
害
と
み
ち
~

八
月
六
日

(土
)
名
古
屋
の
中
心
、
栄
地
下
街
に
あ
る

吹
抜
公
園
の
オ
ア
シ
ス
幻
で

｢名
古
屋
地
区
ふ
れ
あ
い
月

間
実
行
委
員
会
｣
(中
部
地
方
整
備
局
、
愛
知
県
、
名
古

屋
市
、
日
本
道
路
公
団
、
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
、
襁
中

部
建
設
協
会
)
主
催
に
よ
り
、
二
〇
〇
イ
ン
チ
の
大
型
ビ

ジ
ョ
ン
を
使
用
し
、
災
害
時
に
お
け
る
対
策
な
ど
を
映
像

で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

｢名
古
屋
市
消

防
音
楽
隊
｣
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
他
、

演
奏
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
見
せ
る
こ
と
に
も
こ
だ
わ
っ
た

｢大
治
太
鼓
｣
、
東
邦
ガ
ス
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

｢ジ
ョ
イ
フ

ル
サ
ウ
ン
ズ
｣
の
演
奏
、
道
の
駅
関
連
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
長
野
県
下
條
村
の
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー

｢地
域

戦
隊
カ
ッ
セ
イ
カ
マ
ン
｣
シ
ョ
ー
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、会
場
で
は
各
機
関
に
よ
る
事
業
展
示
ブ
ー
ス
の
他
、

管
内
一
三
箇
所
よ
り
集
ま
っ
た
｢道
の
駅
物
産
展
｣
で
は
、

写真 - 大盛況の ｢道の駅物産展｣

写真 3 道路管理者コーナー (ラジコンブース)



地
方
の
新
鮮
な
野
菜
が
イ
ベ
ン
ト
終
了
前
に
品
切
れ
に
な

る
な
ど
好
評
な
売
れ
行
き
と
な
り
ま
し
た

(写
真
1
)。

ま
た
、
地
上
部
に
お
い
て
は
大
雨

(時
間
雨
量
一
二
〇

脚
)
の
体
験
が
で
き
る
降
雨
体
験
装
置
や
、
実
際
の
災
害

発
生
時
に
使
用
す
る
照
明
車
、消
防
車
な
ど
の
試
乗
体
験
、

近
隣
の
街
を
来
場
者
が
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
歩
く

｢ウ

オ
ー
ク
ラ
リ
ー
｣
、
子
供
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う

｢
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
&
塗
り
絵
コ
ー
ナ
ー
｣
な
ど
を

設
け
、
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
猛
暑
の
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
半
日
で
約
一
万
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
当
日
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
｢道
路
の

こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
｣
、
｢も
っ
と
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
ほ
し
い
｣
な
ど
の
意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

『み
ち
フ
ェ
ス
タ
岐
阜
』

八
月
一
〇
日

(水
)
に
一
般
国
道
二
五
人
号
沿
い
岐

阜
県
海
津
市
の
道
の
駅

｢月
見
の
里

南
濃
｣
に
お
い
て

｢岐
阜
地
区
道
の
日
実
行
委
員
会
｣
(国
土
交
通
省
岐
阜
国

道
事
務
所
、
岐
阜
市
、
日
本
道
路
公
団
他
)
や
海
津
市
の

協
力
に
よ
り
、
降
雨
体
験
装
置
に
よ
る
大
雨
体
験
、
リ
フ

ト
車
試
乗
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
記
念
撮
影
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
パ
ネ
ル
展
示
等
の
催
し
を
行
い
、
多

数
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た

(写
真
2
)。

◆
ペ
ー
パ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

管
内
の
道
路
関
係
全
一
四
事
務
所
に
お
い
て
各
市
町
村

教
育
委
員
会
協
力
の
も
と
、小
学
五
年
生
程
度
を
対
象
に
、

ボ
ー
ル
紙
を
使
い

『紙
で
作
る
夢
の
橋
』
を
製
作
し
て
も

ら
い
、
各
事
務
所
で
優
秀
作
品
を
表
彰
、
展
示
し
ま
す
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
平
成

一
一
年
度
よ
り
実
施
し
て
お

り
、
昨
年
度
は
管
内
の
一
五
七
校
で
九
、
二
一
六
名
に
も

及
ぶ
参
加
が
あ
り
ま
し
た

(写
真
3
)。

◆
道
路
工
事
ふ
れ
あ
い
見
学
会

道
路
関
係
事
務
所
の
工
事
現
場
で
、擁
壁
基
礎
の
見
学
、

建
設
機
械
の
体
験
乗
車
の
他
、
供
用
前
の
橋
の
上
を
歩
く

な
ど
通
常
で
は
体
験
で
き
な
い

『ふ
れ
あ
い
見
学
会
』
を

実
施
し
、参
加
者
は
興
味
深
く
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、

特
別
な
体
験
を
大
い
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

車試乗

- -　　　　　　　

◆
そ
の
他
の
活
動

清
掃
活
動
、
不
法
占
用
指
導
、
道
路
施
設
点
検
、
特
殊

ゞ

ノ漿

の

車
両
取
締
、
道
路
愛
護
団
体
表
彰
、
夏
休
み
自
由
研
究
お

写真3 職員によるペーパーブリッジの製作説明

助
け
隊
等
、
様
々
な
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

犯 道行セ 2005.9



雲

当
事
者
の
求
め
る
裁
定

1

申
請
入
ら

被
申
請
人
が
昭
和
六
三
年
及
び
平
成
元
年
に
実
施
し
た

一
般
国
道
二
二
九
号
岩
内
町
岩
内
道
路
改
良
工
事
に
よ
り

申
請
人
ら
所
有
の
土
地

(以
下

｢本
件
土
地
｣
と
い
う
。)

に
地
盤
沈
下
が
生
じ
、
こ
れ
に
よ
り
申
請
人
ら
所
有
の
建

物
に
傾
き
や
柱
、
梁
、
外
壁
及
び
内
壁
の
損
傷
が
生
じ
て

い
る
と
の
原
因
裁
定
を
求
め
る
。

2

被
申
請
人

申
請
人
ら
の
本
件
申
請
を
棄
却
す
る
と
の
裁
定
を
求
め

る
。二

事
案
の
概
要

申
請
入
ら
が
店
舗
兼
居
宅
と
し
て
使
用
し
て
い
る
建
物

(以
下

｢本
件
建
物
｣
と
い
う
。)
に
は
、
い
く
つ
か
の
損

ほ
ぼ
現
状
の
本
件
建
物

(木
造
二
階
建
)
と
し
た
。

傷
が
生
じ
て
い
る
。
申
請
人
ら
は
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、

な
お
、
本
件
土
地
及
び
建
物
は
、
国
道
二
二
九
口

昭
和
六
三
年
及
び
平
成
元
年
に
被
申
請
人
が
当
該
建
物
に

隣
接
す
る
道
路
で
実
施
し
た
掘
削
工
事
に
よ
る
地
盤
沈
下

に
あ
る
と
主
張
し
、
被
申
請
人
は
こ
れ
を
争
っ
て
い
る
。

本
件
は
、
申
請
入
ら
が
、
こ
の
因
果
関
係
の
争
い
に
つ
い

て
、
原
因
裁
定
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

1

前
提
事
実

(当
事
者
間
に
争
い
の
な
い
事
実
)

①
本
件
建
物
は
、
昭
和
二
九
年
九
月
に
発
生
し
た
岩

内
町
の
大
火
の
後
ま
も
な
く
、
申
請
人
の
先
代
が
本

件
土
地
の
現
在
の
店
舗
部
分
の
存
在
す
る
あ
た
り
に

現
在
の
倉
庫
と
居
間
等
を
建
築
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
後
、
先
代
は
、
こ
れ
を
現
在
の
倉
庫
と
居

間
等
の
存
在
す
る
場
所
ヘ
リ
き
家
し
て
店
舗
部
分
を

増
築
し
、
更
に
そ
の
後
も
幾
度
か
の
増
築
を
行
い
、

な
お
、
本
件
土
地
及
び
建
物
は
、
国
道
二
二
九
号

(以
下

｢
二
二
九
号
｣
と
い
う
。)
及
び
国
道
二
七

六
号

(以
下

｢二
七
六
号
｣
と
い
う
。)
の
交
差
点

に
面
し
て
い
る
。
そ
の
後
で
あ
る
昭
和
六

一
年
、

申
請
人
は
、
本
件
建
物
の
三
角
屋
根

(切
妻
屋
根
)

の
上
に
直
接
木
組
み
を
設
け
て
無
落
雪
の
屋
根

(屋
根
の
中
央
に
樋
を
設
け
て
、
雨
や
雪
解
水
が
そ

こ
へ
流
れ
る
よ
う
に
し
、
軒
下
に
雪
や
氷
柱
が
落

下
し
な
い
よ
う
に
し
た
屋
根
)
を
上
げ
る
工
事
を

行
い
、
ま
た
、
こ
れ
と
同
じ
こ
ろ
、

一
階
の
店
舗

部
分
を
改
良
及
び
拡
張
す
る
工
事
を
し
た
。

②
被
申
請
人
は
、
一
般
国
道
二
二
九
号
岩
内
町
岩

内
道
路
改
良
工
事
と
し
て
、
次
の
各
工
事

(以
下

こ
れ
ら
の
工
事
を
併
せ
て

｢本
件
各
工
事
｣
と
い

う
。
)
を
行

っ
た
。

北
海
邇

◎
岩
内
町
に
海
げ
る

地
盤
沈
下
機
害
原
圓
繊
勉
申
請
暮
器

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦
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ア

昭
和
六
三
年
の
伏
越
工
工
事

こ
れ
は
、
旧
道
道
二
0
号

(現
在
の
二
七
六
号
)

沿
い
に
敷
設
さ
れ
て
い
た
雨
水
を
処
理
す
る
た
め

の
排
水
施
設

(ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
及
び
雨
水

桝
)
が
二
二
九
号
と
交
差
し
て
お
り
、
後
記
イ
の

流
雪
溝
設
置
工
事
の
施
工
の
障
害
と
な
る
た
め
、

排
水
施
設
が
二
二
九
号
の
下
を
流
雪
溝
よ
り
深
い

位
置
で
横
断
す
る
よ
う
に
、
新
た
に
ボ
ッ
ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
を
埋
設
し
直
し
た
工
事
で
あ
る
。
た
だ

し
、
当
該
排
水
施
設
は
、
従
来
は
二
七
六
号
を
挟

ん
で
本
件
建
物
の
向
か
い
側
の
道
路
際
に
敷
設
さ

れ
て
い
た
が
、
六
三
年
工
事
で
は
、
こ
れ
を
本
件

建
物
の
近
く
で
向
か
い
側
か
ら
本
件
建
物
側
へ
二

七
六
号
の
下
を
横
断
さ
せ
、
本
件
建
物
の
近
く
の

マ
ン
ホ
ー
ル
に
繋
げ
、
そ
こ
か
ら
更
に
二
二
九
号

の
下
を
横
断
さ
せ
る
よ
う
に
埋
設
し
直
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
設
置
及
び
二
二
九

号
の
下
を
横
断
さ
せ
る
工
事
の
際
の
掘
削
は
、
本

件
建
物
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
本
件
建
物
か

ら
約
二
m
離
れ
た
と
こ
ろ
に
矢
板
を
打
ち
込
ん
で

行
わ
れ
、
掘
削
深
度
は
約
五
m
で
あ
っ
た
。
こ
の

工
事
は
、
昭
和
六
三
年
一
〇
月
か
ら
三

月
こ
ろ

に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
二
七
六
号
を
挟

ん
で
本
件
建
物
の
向
か
い
側
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
工

事
だ
け
は
、
平
成
元
年
に
行
わ
れ
た
。

イ

平
成
元
年
の
流
雪
溝
設
置
工
事

こ
れ
は
、
二
二
九
号
の
両
方
の
路
肩
に
暗
渠
の

に
関
す
る
争
い
が
あ
っ
た
た
め
、
申
請
入
ら
は
本
件

流
雪
渠
を
設
置
し
た
工
事
で
あ
る
。
掘
削
は
、
本

件
建
物
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
本
件
建
物
か

ら
約
四
･
五
m
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
行
わ
れ
、
掘

削
深
度
は
約
二
･
四
m
で
あ
っ
た
。
本
件
建
物
付

近
に
お
け
る
こ
の
工
事
は
、
平
成
元
年
八
月
こ
ろ

に
行
わ
れ
た
。

③
申
請
人
は
本
件
建
物
及
び
そ
の
敷
地
を
所
有
し
て

お
り
、
申
請
人
ら
全
員
は
、
本
件
各
工
事
以
前
か
ら

本
件
建
物
に
居
住
し
て
い
る
。

@
岩
内
町
は
、
平
成
一
三
年
度
に
、
二
二
九
号
に
沿

っ
て
、
公
共
下
水
道
工
事
を
し
た
。
そ
の
際
、
岩
内

町
で
は
、
本
件
建
物
の
隣
に
あ
る
建
物
の
近
く
な
ど

に
お
い
て
掘
削
工
事
を
行
う
に
あ
た
り
、
地
盤
凝
固

剤
又
は
地
盤
改
良
材
を
使
用
す
る
薬
液
注
入
工
法
を

採
用
し
た
。

◎
上
記
工
事
に
際
し
、
申
請
人
か
ら
本
件
建
物
の
損

傷
が
本
件
各
工
事
と
因
果
関
係
が
あ
る
旨
の
苦
情
を

受
け
た
岩
内
町
職
員
は
、
こ
の
こ
と
を
被
申
請
人
職

員
に
伝
え
、
被
申
請
人
職
員
は
、
平
成
一
三
年
一
二

月
、
本
件
建
物
の
損
傷
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
実
施

し
た
。

⑥
申
請
入
ら
は
、
平
成
一
五
年
四
月
、
本
件
に
関
し
、

損
害
賠
償
を
求
め
て
、
被
申
請
人
を
相
手
方
と
し
て

北
海
道
公
害
審
査
会
に
調
停
を
申
請
を
し
た
が
、
申

請
入
ら
と
被
申
請
人
と
の
間
で
、
因
果
関
係
の
存
否

原
因
裁
定
申
請
を
し
た
。

の
本
件
建
物
に
は
、
現
在
、
次
の
損
傷
が
あ
る

(以

下
、
こ
れ
ら
を
併
せ
て
｢本
件
各
損
傷
｣
と
い
う
J
o

ア

本
件
建
物
の
一
階
の
倉
庫
及
び
居
間
の
柱
が
沈

下
し
て
梁
が
た
わ
ん
で
お
り
、
梁
の
ホ
ゾ
が
柱
の

ホ
ゾ
穴
か
ら
外
れ
か
か
っ
て
い
る
。

イ

本
件
建
物
の
二
二
九
号
例
の
外
壁
が
、
二
階
の

床
又
は
一
階
の
天
井
の
高
さ
付
近
を
頂
点
と
し
て

外
側
に
張
り
出
し
て
い
る

(以
下

｢外
壁
の
く
の

字
の
は
り
だ
し
｣
と
い
う
。
)。

ウ

一
階
の
居
間
の
床
が
傾
斜
し
て
い
る
。

エ

一
三
九
号
側
の
二
階
の
居
室
の
天
井
や
窓
際
に

雨
漏
り
が
生
じ
て
い
る
。

オ

ー
階
の
倉
庫
の
床
の
板
敷
き
の
部
分
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
部
分
の
間
に
段
差
が
あ
る
。

カ

ー
階
の
倉
庫
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床

(土
間
)
が

一
部
陥
没
し
て
穴
が
開
い
て
い
る
。

キ

ニ
二
九
号
側
外
壁
下
部
の
基
礎

(土
台
部
分
)

が
、
倉
庫
と
店
舗
の
境
界
付
近
の
外
壁
を
頂
点
と

し
て
外
側

(二
二
九
号
側
)
に
張
り
出
し
て
い
る

(以
下
｢土
台
の
く
の
字
の
張
り
出
し
｣と
い
う
。)。
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2

申
請
人
ら
の
主
な
主
張

①
本
件
各
工
事
に
よ
り
、
本
件
建
物
下
か
ら
地
下
水

及
び
土
砂
が
流
出
し
た
こ
と
で
、
本
件
土
地
に
地
盤



沈
下
が
生
じ
、
こ
れ
に
よ
り
本
件
建
物
に
損
傷
が
生

じ
た
。

②
本
件
土
地
付
近
の
地
盤
は
軟
弱
で
あ
り
、
被
申
請

人
が
本
件
各
工
事
の
施
工
に
当
た
っ
て
薬
液
注
入
法

を
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
施
工
方
法
の
誤
り
で

あ
っ
た
。

3

被
申
請
人
の
主
な
主
張

①
本
件
各
工
事
の
前
後
に
行
っ
た
家
屋
調
査
で
は
、

地
盤
沈
下
の
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

申
請
入
ら
が
地
盤
沈
下
の
直
接
の
原
因
で
あ
る
と
す

る
地
下
水
及
び
土
砂
の
流
出
に
つ
い
て
も
、
多
少
の

流
出
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
地
盤
沈
下
の
原

因
と
な
る
ほ
ど
の
量
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
否
認

す
る
。

②
本
件
土
地
付
近
の
地
盤
が
砂
質
地
盤
で
あ
る
こ
と

は
、
申
請
人
ら
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
砂
質
地
盤

は
軟
弱
地
盤
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
安
定
し
た
地
盤

で
あ
る
。
一
般
に
、
砂
質
地
盤
の
よ
う
な
安
定
し
た

地
盤
に
お
け
る
掘
削
工
で
は
、
薬
液
注
入
法
は
採
用

し
な
い
。

三

裁
定
委
員
会
の
判
断

本
件
各
損
傷
を
含
む
本
件
建
物
の
損
傷
は
、
ま
ず
、
本

件
建
物
自
体
の
欠
陥
と
老
朽
化
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
と

ま
で
は
い
え
る
も
の
の
、
倉
庫
土
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
裏

面
の
隙
間
や
駐
車
場
奥
側
外
壁
基
礎
の
下
の
隙
間
は
、
そ

れ
ら
の
み
が
原
因
で
あ
る
と
す
る
と
、
い
さ
さ
か
説
明
し

に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
考
え
ら
れ
る
他
の
原
因
と
し

て
、
地
下
水
や
土
砂
の
流
出
に
よ
る
地
盤
沈
下
は
否
定
さ

れ
る
が
、
地
盤
変
状
と
凍
上
が
可
能
性
と
し
て
残
る
。
け

れ
ど
も
、
そ
の
い
ず
れ
も
、
現
状
を
矛
盾
な
く
説
明
で
き

る
と
ま
で
は
い
え
ず
、
か
え
っ
て
説
明
し
に
く
い
点
も
あ

り
、
可
能
性
と
し
て
は
極
め
て
低
い
も
の
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
確
か
に
、
上
記
各
隙
間
が
生
じ
た

機
序
に
つ
い
て
は
十
分
に
解
明
で
き
な
い
が
、
本
件
建
物

の
損
傷
は
、
す
べ
て
本
件
建
物
自
体
の
欠
陥
な
い
し
老
朽

化
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
比
較
的
有
力
と
い

う
ほ
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
建
物
の
損
傷
は
本
件

各
工
事
に
よ
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
点
で
既
に
申
請
人
ら
の
申
請
は
理
由
が
な

い
。
そ
し
て
、
本
件
各
工
事
の
経
過
等
に
よ
れ
ば
、
本
件

建
物
の
損
傷
は
、
本
件
各
工
事
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

表 主要な主張比較

＼
青入ら 翻被 公調委(職第1号

本件家屋の損 有 有 有

損傷の原因 本件各工事による
地盤沈下

化朽老 翔
毀
れ

地盤沈下 (変動) 付 眠
…

明不

地盤沈下 (変

の原因

本件各工事 を
しのJbのそ下沈盤

定

地

否
詑
邱
決

わ
欝

が
本

E

動

、
競

変

も

か

盤
て

前

地

し

以
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本
件
各
損
傷
を
含
む
本
件
建
物
の
損
傷
は
、
本
件
各
工

事
に
よ
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
申
請
人
ら
の

本
件
申
請
は
理
由
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
棄
却
す
る
。



< 参考 1 > 公害紛争処理制度について
公害紛争処理制度には、あっせん、調停、仲裁及び裁定の4つの手続がある

1 あっせん
･あっせんとは、 あっせん委員が紛争の当事者間に入って、 交渉が円滑に行われるよう仲介すること
により、当事者間の自主的解決を援助、促進するための手続

･あっせんの結果、当事者間に合意が成立すると、民法上の和解契約の効力を有する
2 調停

･調停とは、 調停委員会が紛争の当事者を仲介し、 双方の互譲による合意に基づいて紛争の解決を図
る手続

･調停委員会が積極的に当事者間に介入し、手続をリードしていく点が異なる
･当事者間に合意が成立すると、 民法上の和解契約としての効力を有する

3 仲裁
･仲裁とは、 紛争の当事者双方が裁判所において裁判を受ける権利を放棄し、 紛争の解決を仲裁委員
会にゆだね、その判断に従うことを約束 (仲裁契約) することによって紛争の解決を図る手続

･仲裁判断は、当事者間において確定判決と同一の効力を有する
4 裁定

･裁定とは、当事者間の紛争について裁定委員会が所定の手続により、 法律的判断を下すことによっ
て、紛争の解決を図る手続

･裁定には、 責任裁定と原因裁定の 2種類があり、 いずれも公害等調整委員会のみが行う手続 (参考
2参照)

< 参考 2 > 裁定制度について
･裁定は公害等調整委員会のみが行う手続で ｢責任裁定｣ と ｢原因裁定｣ の 2種類
･調停は当事者の互譲に基づく合意により紛争を解決する手段であるのに対して、 ｢裁定｣ は裁定委員会が証
拠調べ等により収集した証拠資料を基に事実関係を確定し、法律的判断を下すことにより紛争を解決する
手段であり、調停に比べ公権的な要素が強い手続

｢責任裁定｣
公害に係る被害についての損害賠償に関する紛争が生じた場合に、損害賠償責任の有無及び賠償額に

ついて判断する手続
･責任裁定を求めることができる事項

損害賠償責任の有無及び賠償額 (例えば、 被申請人0 0 は申請人△△に対して損害賠償金として○
0 万円を支払え) に限られ、 汚染源である工場の操業停止あるいは工場の建設計画差止めなどを求め
ることはできない。

･証拠調べ等の手続
調停は当事者の話合いによる合意に基礎を置く制度であり、 因果関係など事実関係全てを明らかに

することは必ずしも必要とされない。他方、 ｢裁定｣ は司法に代わり行政が当事者の権利義務関係につ
いて独自の判断を下し紛争解決を図る制度。
このため、 裁定制度においては、 審問や証拠調べ等により必要な証拠資料を収集し事実関係を明ら

かにすることが要請されるとともに、 その手続、判断の中立性、 公正性をなお一層確保するため、審
問、 証拠調べ等の手続が法律上明確に規定されるなど、裁判ほどではないが、調停と比較すると厳格
な手続。

･責任裁定の効力
責任裁定が行われ、 当事者に裁定書が送達されてから30日以内に裁判の申立てがなかった場合 (あ

るいは裁判を取り下げた場合) には、責任裁定と同一の内容の合意が当事者間に成立。
この合意は調停と同様に民法上の和解契約としての効力を有する。

･裁判との関係
責任裁定と裁判が餅行している場合にはどちらか一方の手続のみを進めることができる。また、 責

任裁定の申請は、裁判の申立てとみなされ、 時効中断の効果が発生。

｢原因裁定｣
原因裁定は、被害と加害行為との間の因果関係に関する法律的判断のみに限定した手続。
因果関係以外の事項、例えば損害賠償や環境保全対策の実施などを求めることはできない。
基本的な手続は責任裁定と同じ (原因裁定に特有の主な事項について以下記述)。
原因裁定を求めることができる事項

請求内容は、被害と加害行為との間の因果関係についての判断を求めること。
(例えば、 申請人の0 0 被害は、被申請人の△△による) に限られる。

原因裁定の効力
原因裁定は当事者の権利義務関係に影響を与えるものではないが、原因裁定により明らかにされた

因果関係を基に、 その他の争点 (損害賠償請求、 環境保全対策の実施など) については調停手続など
により解決を図ることが可能。
原因裁定の申請により時効中断の効果は発生しない。
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兵
庫
の
道
づ
く
り

◆
兵
庫
県
の
概
要

兵
庫
県
は
、
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
日
本
標
準
時
を
定
め
る
東

経

一
三
五
度
の
子
午
線
が
通
り
ま

す
。北

は
日
本
海
、
南
は
瀬
戸
内
海
を

兵
庫
県
東
京
事
務
所

船
谷

裕
司

経
て
太
平
洋
に
臨
む
こ
と
、
青
森
県

か
ら
山
口
県
ま
で
陸
路
で
移
動
す
る

場
合
、
ど
う
し
て
も
通
過
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
県
で
あ
る
こ
と
、
歴
史

的
に
も
文
化
的
に
も
そ
れ
ぞ
れ
固
有

の
特
色
を
持
つ
、
阪
神

(摂
津
)
'

播
磨

･
但
馬
･
丹
波
･
淡
路
の
五
つ

の
地
域
か
ら
な
り
、
地
勢
･
気
候

･

風
土
と
も
多
彩
な
こ
と
か
ら

｢日
本

の
縮
図
｣
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す

(図
1
)。

◆
高
速
道
六
基
幹
軸
の
整
備

広
大
な
県
土
を
舞
台
に
、
五
六
〇

万
人
も
の
県
民
が
暮
ら
す
当
県
で

は
、
県
下
各
地
域
の
地
域
特
性
を
活

か
し
な
が
ら
、
多
彩
な
活
動
や
交
流

が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
道
路
網
等
を

整
備
し
、
県
内
一
時
間
高
速
交
通
圏

を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
交
通
手
段
と
し
て
、

関
西
か
ら
瀬
戸
内
に
至
る
東
西
軸
と

太
平
洋
か
ら
日
本
海
に
至
る
南
北
軸

が
交
わ
る
本
県
の
地
理
的
な
特
性
を

活
か
し
て
、
東
西
三
本
、
南
北
三
本

の
基
幹
軸
か
ら
な
る

｢高
速
道
六
基

幹
軸
｣
の
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

｢高
速
道
六
基
幹
軸
｣
(図
2
)
は
、

高
速
自
動
車
国
道
を
中
心
に
約
七
九

0
m
の
路
線
網
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
平
成
一
七
年
七
月
現
在
、
約
六

二
〇
蛔

(七
人
%
)
が
供
用
し
、
第

二
名
神
高
速
道
路
を
は
じ
め
と
す
る

約
八
0
m

(
一
一
%
)
の
区
間
で
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

道行セ 2005,9 53

◆
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
整
備

国
道
四
八
三
号
北
近
畿
豊
岡
自
動

車
道
は
、
当
県
内
で
最
北
の
市
で
あ

る
但
馬
地
域
の
豊
岡
市
を
起
点
と

し
、
丹
波
市
に
至
る
総
延
長
約
七
〇

蹴
の
高
規
格
幹
線
道
路
で
す
。

こ
の
内
、
近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線

に
接
続
す
る
丹
波
地
域
内
の
春
日
I

C
か
ら
氷
上
I
C
間
の
六
･
九
如
に

つ
い
て
、
本
年
四
月
一
七
日
に
開
通

し
、
氷
上
I
C
か
ら
朝
来
市
和
田
山

ま
で
の
二
四
･
八
蛔
区
間
は
、
来
年

兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
る

｢
の
じ
ぎ
く

兵
庫
国
体
｣
ま
で
に
開
通
す
る
予
定

と
な
り
ま
す
。

図 - 兵庫県地域図
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日本海沿岸軸、
こ
の
開
通
に
よ
り
、
大
阪
、
神
戸

か
ら
豊
岡
ま
で
の
所
要
時
間
が
四
〇

分
短
縮
さ
れ
、
三
時
間
以
内
で
通
行

で
き
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
姫
路
市
と
和
田
山
を
結
ぶ

播
但
連
絡
道
路
は
平
成
三
一年
に
開

通
し
て
お
り
、
大
阪
、
神
戸
、
姫
路

か
ら
和
田
山
ま
で
の
高
速
道
路
が
さ

ら
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

道

　　　
　

　　
　

◆
兵
庫
県
北
部
･
但
馬
地
域

朝
来
市
以
北
の
兵
庫
県
北
部
地
域

は
、
但
馬
地
域
と
い
い
、
現
在
三
市

三
町

酋
旦間
市
、
養
父
市
、
朝
来
市
、

香
美
町
、
浜
坂
町
、
温
泉
町
)
か
ら

な
り
、
県
面
積
の
約
四
分
の
一
を
占

め
て
い
ま
す
。

但
馬
地
域
は
、
城
崎
、
湯
村
と
い

っ
た
名
湯
、
但
馬
牛
や
松
葉
ガ
ニ
と

い
っ
た
味
覚
も
楽
し
め
る
癒
し
と
く

つ
ろ
ぎ
に
満
ち
た
地
域
で
す
。

図 2 高速道六基幹軸図

◆
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
放
鳥

ま
た
、
但
馬
･
豊
岡
市
に
は
、
県

立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
が
平
成
一

一
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
右
肩
上
が
り

で
来
訪
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ

(写
真
)
は
、
か
つ

て
日
本
全
国
各
地
に
生
息
し
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
四
六
年

(
一
九
七
一

年
)
に
豊
岡
盆
地
で
見
つ
け
ら
れ
た

も
の
を
最
後
に
姿
を
消
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

豊
岡
市
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
野
生

復
帰
さ
せ
る
と
い
う
世
界
的
に
も
例

を
見
な
い
取
組
み
が
進
ん
で
い
て
、

今
年
の
九
月
二
四
日
に
は
数
羽
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
を
自
然
に
帰
す
一
大
イ
ベ

ン
ト
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

当
県
内
で
、
神
戸
か
ら
最
も
遠
方

で
あ
る
但
馬
地
域
が
、
北
近
畿
豊
岡

自
動
車
道
な
ど
高
速
道
六
基
幹
軸
の

整
備
に
よ
り
ぐ
っ
と
近
く
な
り
ま

す
。コ

ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
真
に
豊
か

な
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
地
域
へ

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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き
ん
さ
い
石
児
路
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク

｢
チ
リ
ー
ン
、
チ
リ
ー
ン
｣
。
秋
の

山
奥
に
響
く
涼
し
げ
な
音
。
風
流
な

音
色
か
と
思
い
き
や
、
実
は
物
騒
な

熊
よ
け
の
た
め
の

｢熊
鈴
｣
な
の
で

す
。こ

こ
は
島
根
県
西
部
の
石
見
地

方
。
県
内
外
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
愛
好

家
が
こ
ぞ
っ
て
訪
れ
る
、
と
て
も
味

わ
い
の
あ
る

『道
』
が
こ
こ
に
は
あ

り
ま
す
。

こ
の

『道
』
の
正
体
は
、
毎
年
こ

の
地
で
秋
に
開
催
さ
れ
る
、
美
し
い

自
然
と
時
代
の
流
れ
を
感
じ
な
が
ら

石
見
路
を
歩
く

｢き
ん
さ
い
石
見
路

ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
｣
の
コ
ー
ス
な

の
で
す
。

｢き
ん
さ
い
｣
は
石
見
地
方
の
方

言
で
｢お
い
で
よ
･
お
越
し
な
さ
い
｣

を
意
味
す
る
や
わ
ら
か
~
い
こ
と

島
根
県
東
京
事
務
所

吉
村

勉

ば
。
｢
ツ
ー
デ
ー
｣
は
文
字
ど
お
り

コ
ー
ス
の
違
う
二
日
間
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
だ
か
ら
で
す
。
平
成
一
三

年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
は
、
県

外
か
ら
の
参
加
者
が
二
~
三
割
を
占

め
る
ほ
か
、
数
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
の
中
で
も
県
内
で
は
参
加
者
が

毎
年
増
加
し
て
い
る
唯
一
の
大
会
な

の
で
す
。

参
加
者
が
増
加
を
続
け
る
秘
訣
は

ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

一
つ
は
、
コ
ー
ス
自
体
の
魅
力
で

す
。
一
日
目
は
旭
町
、
二
日
目
は
金

城
町
と
い
う

コ
ー
ス
は
、
い
ず
れ

も
那
賀
郡
の
山
ン
中
。
熊
の
ほ
か
に

も
気
を
付
け
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
よ
け
の
電
気

牧
柵
･
ヘ
ビ
･
ハ
チ
な
ど
な
ど
。
特

に
熊
は
昨
年
来
要
注
意
で
す
の
で
、

写真 1 旭町コース

県
や
町
の
農
林
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
本

格
的
な

｢熊
鈴
｣
を
調
達
し
、
希
望

す
る
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
身
に
つ
け
て
歩

い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
お
っ
と
、

こ
れ
は
コ
ー
ス
の
魅
力
で
は
な
く
難

点
で
し
た
。

旭
町
コ
ー
ス

(写
真
1
)
の
見
ど

写真 2 金城町コース

こ
ろ
は
、
何
と
い
っ
て
も

｢和
田
八

幡
宮
｣
を
過
ぎ
て
か
ら
ゴ
ー
ル
手
前

ま
で
の
約
九
皿
に
わ
た
っ
て
続
い
て

い
る

｢旧
参
勤
交
代
道
｣
で
す
。
昔

は
石
州
一
の
難
所
と
言
わ
れ
、
参
勤

交
代
の
一
行
や
旅
人
を
苦
し
め
て
い

た
こ
の
道
に
残
る
石
畳
は
昔
の
街
道

の
面
影
を
強
く
残
し
て
お
り
、
浜
田

藩
主
が
大
名
行
列
で
通
っ
た
道
を
昔

の
人
々
の
苦
労
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ

な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
歩
い
て
い
た
だ

け
る
ル
J
ト
で
す
。

金
城
町
コ
ー
ス

(写
真
2
)
の
見

ど
こ
ろ
は
、
チ
ベ
ッ
ト
探
検
家
と
し
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て
有
名
な
能
海
寛
の
生
誕
地

｢浄

蓮
寺
｣
や
津
和
野
藩
の
主
要
街
道
と

し
て
有
名
な

｢笠
松
峠
の
石
畳
路
｣

で
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
距
離

･
規
模

に
お
い
て
全
国
で
も
小
田
原
の
石
畳

路
に
次
ぐ
と
い
わ
れ
る
全
長
約

ベ

ニ
0
o
m
に
わ
た
る
重
要
な
遺
跡
で

あ
り
、
中
腹
に
は
津
和
野
藩
主
が
領

内
巡
見
の
際
に
小
休
止
し
た
場
所
や

街
道
を
往
来
す
る
人
々
の
水
飲
み
場

が
現
存
し
て
お
り
、
旧
跡
を
偲
ぶ
絶

好
の
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
秘
訣
は
、
休
憩
所
や

ゴ
ー
ル
で
の
あ
た
た
か
~
い

｢お
も

て
な
し
｣
と

｢完
歩
証
｣
で
す
。

ゴ
ー
ル
や
休
憩
所
で
は
暖
か
い
と

ん
汁
･
漬
け
物

･
饅
頭
･
地
元
産
の

梨
や
茄
で
栗
な
ど
を
用
意
し
て
ウ
ォ

ー
カ
ー
を
激
励
す
る
ほ
か
、
ゴ
ー
ル

で
は
地
元
伝
統
芸
能
の
｢石
見
神
楽
｣

を
上
演
し
ま
す
。

そ
し
て
、
完
歩
さ
れ
た
証
の

｢完

歩
証
｣
に
も
ひ
と
工
夫
。
そ
れ
は
紙

に
印
刷
し
た
も
の
で
は
な
く
、
厚
み

と
ぬ
く
も
り
の
あ
る

｢間
伐
材
｣
の

一
枚
一
枚
に

｢地
元
の
小
中
学
生
が

歓
迎
と
激
励
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

描
き
込
ん
で
く
れ
た
も
の
｣
な
ん
で

す
。
さ
ら
に
こ
の

｢完
歩
証
｣
が
あ

れ
ば
、
地
元
の
温
泉
施
設
や
歴
史
民

俗
資
料
館
の
入
浴
料
･
入
館
料
が
当

日
無
料
と
い
う
特
典
ま
で
つ
い
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
美
し
い
自
然
と
江

戸
時
代
の
石
畳
を
丸
ご
と
コ
ー
ス
に

盛
り
込
み
、
ゴ
ー
ル
後
は
石
見
神
楽

や
温
泉
を
味
わ
え
る
と
い
う
特
典
満

載
の
大
会
で
す
の
で
、
大
勢
の
リ
ピ

ー
タ
ー
が
お
越
し
に
な
る
の
で
し
ょ

入
ノ
o最

後
に
も
う
一
つ
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
っ
て
、
参
加
す
る
ウ
ォ
ー
カ

ー
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
一
番
で

あ
る
こ
と
は
勿
論
で
す
。
で
も
、
こ

の
大
会
に
は
も
う
一
つ
、
ミ
ソ
が
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

｢地
元
の
お
爺
ち
ゃ
ん
･
お
婆
ち
ゃ

ん
が
元
気
に
な
る
｣
こ
と
で
す
。
曲

が
り
く
ね
っ
た
細
~
い
道
を
ゆ
っ
く

り
と
歩
く
か
ら
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
と
沿

道
の
爺
ち
ゃ
ん
･
婆
ち
ゃ
ん
が
ふ
れ

あ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
大
会

前
に
役
場
か
ら
頼
ま
れ
た
時
は

｢た

い
ぎ
だ
な
あ
｣
と
言
い
な
が
ら
も
、

当
日
に
な
る
と
み
ん
な
コ
ー
ス
沿
道

に
出
て

｢今
年
も
よ
ー
き
ん
さ
っ
た

ね
ー
、
が
ん
ば
っ
て
な
あ
-
｣
と
ウ

ォ
ー
カ
ー
に
声
を
掛
け
る
。
ウ
オ
ー

カ
ー
も
そ
れ
に
応
え
て
、
ち
ょ
っ
と

し
た
会
話
が
生
ま
れ
る
。
爺
ち
ゃ
ん

た
ち
、
大
会
当
日
の
夕
方
は

｢疲
れ

た
わ
ー
｣
と
し
か
言
わ

な
い
け
れ
ど
、
後
日
役

場
か
ら
聞
く
と

｢地
元

の
爺
ち
ゃ
ん
、
婆
ち
ゃ

瀞

ん
、
今
年
も
み
ん
な
喜

ん
で
い
ま
し
た
よ
。｣

立
派
で
便
利
で
大
き

な

『道
』
も
い
い
け
れ

ど
、
山
ン
中
の
こ
ん
な

『道
』
も
捨
て
が
た
い
。

こ
ん
な

『道
』
だ
か
ら

こ
そ
、
ふ
れ
あ
え
る
-
･

"

ウ
ォ
ー
カ
ー
さ
ん
も
喜

　
　　
　
　
　

に
な
る
閉

最
後
に
、
本
文
の
執

旭町

筆
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
島

根
県
地
域
振
興
部
地
域
振
血
套
土及
び

浜
田
総
務
事
務
所
地
域
振
興
グ
ル
ー

プ
の
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

※

文
中
の

｢旭
町
･
金
城
町
･
那

賀
郡
｣
は
合
併

(平
成
一
七
年
一

0
月
一
日
)
前
の
表
現
で
す
。

烹
島

鉈

　

　箔



　　

　

　
　

　

　

一癖

“
　

寿
ー
ブ
ン
カ
フ
ェ
等
地
域
主
体
の
遣
満
卿
に
関
す
る
社
会
実
験

ゑ　

の

う

ま
ち

能
生
町
中
心
市
街
地
活
性
化
社
会
実
験
~
道
の
駅
と
い
っ
し
ょ
に
賑
わ
う
の
う
5

輻
端
需
鑓
戦

丸
山
勉

㈱

は
じ
め
に

新
潟
県
西
頚
城
郡
能
生
町

(現
糸
魚
川
市
)
(図
1
)

は
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
増
大
に
伴
い
中
心
市
街
地
の
活

力
が
低
下
し
て
い
る
。
一
方
、
町
を
代
表
す
る
観
光
拠
点

の
道
の
駅

｢
マ
リ
ン
ド
リ
ー
ム
能
生
｣
(以
下
、
道
の
駅
)

で
は
、
長
野
県
等
の
県
外
客
を
含
め
年
間
五
〇
万
人
の
来

訪
が
あ
る
が
、
中
心
市
街
地
へ
の
連
絡
は
ほ
と
ん
ど
見
受

け
ら
れ
な
い
。

本
報
告
は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
地
域
主
体
の
道
活
用
に

関
す
る
社
会
実
験
と
し
て
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
二
二
日

(金
)
~
一
〇
月
二
四
日

(日
)
の
三
日
間
に
実
施
し
た

『能
生
町
中
心
市
街
地
活
性
化
社
会
実
験
~
道
の
駅
と
い

っ
し
ょ
に
賑
わ
う
の
う
~
』
の
実
験
結
果
を
報
告
す
る
も

の
で
あ
る
。

二

実
験
の
概
要

七
月
の
実
験
参
加
決
定
後
、
町
内
会
や
商
店
主
へ
の
説

明
、
各
協
力
先
と
の
事
前
調
整
を
経
て
、
九
月
に

｢能
生

町
中
心
市
街
地
活
性
化
社
会
実
験
実
行
委
員
会
｣
を
発
足

し
た
。
実
行
委
員
会
は
、
実
験
実
施
ま
で
に
三
回
開
催
し
、

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
験
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
た

(図
2
.
3
)
。

本
社
会
実
験
で
は
、
以
下
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
た
。

①

商
店
街
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
の

『彩
色
あ
る
能
生
に
ぎ
わ
う
商
店
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(以
下
、
商
店
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)』

②

道
の
駅
と
中
心
商
店
街
を
結
ん
で
い
る
久
比
岐
自

転
車
歩
行
者
道

(距
離
二
･
五
如
、
以
下
、
久
比
岐

　　
　
　
　
　

き
蝉講
ぜ鱗

　
　
　

　

　
　　　
　
　　
　

　　　
　　
　
　　　　
　
　　
　

　
　　

　
　
　　

　
　

　
　　　
　

図 1 新潟県能生町 (現 糸魚川市) の位置図

新潟県能生町



自
転
車
道
)
を
活
用
し
て
道
の
駅
来
訪
者
を
中
心
市

街
地
へ
誘
導
す
る

『来
る
回
る
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(以
下
、
サ

イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)』

広
報
は
ポ
ス
タ
ー
･
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
町
内
全
戸
、

日
常
的
に
集
客
の
あ
る
公
共
施
設
や
金
融
機
関
、
近
隣
ス

嶬襲讓嚢孃嚢鬘
弁天鸚

中費高護街
　　　　　 　　 　　　　　　　

図 2 能生町社会実験全体図

廟

　

　
　

　

道
通
事

賑

飜編
ん

　

　
　

　　
　

交
国輛

魚

新
糸

オ

国
高

新
糸

能
生
町
教
育
委
員
会

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
協
議
会

地
元
商
店
会

能
生
町
観
光
協
会

能
生
町
商
工
会

図3 社会実験実施体制

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
へ
配
布
し
た
。
新
聞
広
告
は
、

｢新
潟
日
報

,
上
越
版
｣
と
長
野
県

｢信
濃
毎
日
･
全
県

版
｣
に
掲
載
し
、
実
験
の
周
知
を
図
っ
た
。
ま
た
、
実
験

場
所
や
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
日
程
の
詳
細
を
示
し
た

｢イ
ベ

ン
ト
案
内
マ
ッ
プ
｣
は
、
実
験
当
日
に
配
布
し
た
。

三

実
験
の
内
容

(表
1
)

1

商
店
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

商
店
主
を
中
心
に

｢
い
つ
も
と
ち
が
う
商
店
街
｣
の
演

出
と
、
｢商
店
街
へ
行
き
た
く
な
る
賑
わ
い
｣
の
創
出
を

図
っ
た
。

①

軒
先
の

"
の
れ
ん
“、
電
柱
の
装
飾
に
よ
る
商
店

街
の
彩
り
を
演
出

モ
ノ
ト
ー
ン
な
道
路
舗
装
や
電
柱
に
装
飾
を
施
し
、

商
店
街
通
り
の
商
店
、
一
般
住
宅
の
軒
先
に
"の
れ
ん
“

を
掛
け
、
立
体
的
な
彩
り
空
間
を
作
り
出
し
た
。

②

歩
行
者
天
国
の
実
施
と
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
よ
る
道
路

装
飾商

店
街
の
実
験
区
間
約
四
〇
0
m
を
歩
行
者
天
国

と
し
、
道
路
中
央
部
に
は
カ
ラ
ー
カ
ー
ペ
ッ
ト

(幅

○
.
九

m
)
を
敷
設
し
た

(写
真
ー
)。

③

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
実
施

商
店
街
の
飲
食
店
や
菓
子
店
が
手
軽
に
店
先
で
商

品
を
販
売
提
供
で
き
る
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
し

た
。
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
の
配
置
は
、
商
店
主
と
来
訪

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ
う
考
慮
し

た

(写
真
2
)。

④

住
民
主
体
に
よ
る
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

町
の
地
域
団
体
や
農
林
水
産
業
各
組
合
の
協
力
に

よ
り
、
住
民
主
体
に
よ
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
や
物
産

販
売
を
実
施
し
た
。
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表 1 実験内容一覧

実施項目
実験期間

日
[彫

金
日
[鱗の げ明(

商店街
プロジェク ト

軒先に “のれん"
、

電柱の装飾などによる商店街の彩
り演出 O O O

歩行者天国及びカーペットによる道路装飾 O

オーブoンカフエ O

ンべ響加珍よ鮴住 一 一 O

サイクル
プロジェク ト

胎翁轆白]ルタンし O O O

台3車乗名2>クタ囃白] - O O

の乗リムスバロク
ノ

イ門ス撚ヤシ
一 一 O

鞠縦籟殴一蹴
ラ
沿
)“騨鰤鯵

目
(

で
O O O

写真 1 歩行者天国の賑わい
ユニテイー

　　
　

　

き
、
頭

‘
ン

　

　
　

　

2

サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

"

日
本
海
や
レ
ト
ロ
感
あ
ふ
れ
る
ト
ン
ネ
ル
壁
を
眺
め
な

9

が
ら
久
比
岐
自
転
車
道
を
走
行
で
き
る
移
動
手
段
を
用
意

廻

し
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
促

セ

進
を
図
っ
た
o

併
せ
て
実
行
委
員
か
ら
提
案
の
観
光
ボ
ラ

断

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
歴
史
･
文
化
･
観
光
ガ
イ
ド
を
試
行
し

た

(写
真
3
･
4
)。

①

レ
ン
タ
ル
自
転
車
の
貸
出
し

レ
ン
タ
ル
自
転
車
は
、道
の
駅
に
て
貸
出
し
の
際
、

商
店
街
ま
で
の
走
行
ル
ー
ル
と
返
却
の
諸
案
内
を
行

っ
た
。
所
要
時
間
は
、
お
よ
そ
一
〇
分
程
度
。

写真 3 自転車道の利用状況



ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
、
久

割
以
上
で
あ
っ
た
。

比
岐
自
転
車
道
の
沿
道
に
あ
る
国
指
定
重
要
文
化
財

･
商
店
街
の
来
訪
者
…

｢白
山
神
社
｣
と

｢歴
史
民
俗
資
料
館
｣
へ
立
ち
寄

ら
せ
る
中
継
点
を
設
け
、
よ
り
身
近
に
歴
史
と
文
化

を
来
訪
者
へ
認
知
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
よ
り
詳

細
な
案
内
の
た
め
に
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

配
置
し
た
。

上
記
の
①
~
④
の
利
用
料
金
は
無
料
と
し
た
。

四

実
験
の
結
果

ー

商
店
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

･
実
験
初
日
二
二
日

(金
)
は
、
平
日
で
あ
っ
た
こ
と

と
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
、
来
訪
者
の
増
加
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
天
候
が
回
復
し
た
翌
二
三
日

(土
)
は
、

実
験
前
に
比
べ
一
･
九
倍
の
増
加
と
な
っ
た
。

･
最
終
日
二
四
日

(日
)
は
景
観
創
出
に
加
え
、
歩
行

者
天
国
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
結
果
、
目
標
の
一
、
0
0
0
人
を
大
幅

に
上
回
る
約
二
、
七
〇
〇
人

(歩
行
者
通
行
量
よ
り

推
定
)
の
来
訪
者
と
な
っ
た

(図
4
)。

･
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
は
、
町
民
で
は

｢歩
行
者
天

国
｣
、
町
外
者
で
は

｢レ
ン
タ
ル
自
転
車
｣
へ
の
印

象
が
高
か
っ
た
。
道
路
景
観

(の
れ
ん
、
カ
ー
ペ
ッ

ト
)
へ
の
印
象
は
約
一
五
%
で
あ
っ
た

(図
5
)。

･
再
来
訪
の
意
向
を
示
し
た
人
は
町
内
外
を
問
わ
ず
八

商店街の推定来訪者の比較 (実験前 ･中/曜日別)

②

自
転
車
タ
ク
シ
ー
の
連
行

自
走
す
る
レ
ン
タ
ル
自
転
車
に
比
べ
て
よ
り
ゆ
っ

た
り
と
乗
車
で
き
る
自
転
車
タ
ク
シ
ー
を
三
台
用
意

し
た
。

運
行
は
、
｢道
の
駅
~
白
山
神
社
｣
間
、
｢白
山
神

社
~
商
店
街
｣
間
を
リ
レ
ー
方
式
で
行
っ
た
。

車
体
は
松
本
市
N
P
O
法
人
よ
り
借
用
し
た
。

③

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
連
行

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

(二
二
人
乗
り
)
に
よ
り
、
イ
ベ

ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
一
時
間
に
一
~
二
本

の
頻
度
で
道
の
駅
と
商
店
街
間
を
巡
回
し
た
。

④

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
実
施

　　　　 　 　
　　　 　　 　　　　　　　　　 　

　 　 　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　
ン 藻べ皺勝盤嚢翌逮馨竣誤＼ ‐な ぎさき戍談きざ

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

写真 4 観光ボランティアガイドによる説明

商
店
街
の
来
訪
者
数
は
実
験
前
後
で
大
き
な
変
化
は

な
く
、
持
続
的
な
効
果
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

広
報
で
は
、
町
民
の
三
0
%
が
広
報

｢
の
う
ま
ち
｣

を
み
て
来
訪
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
町
外
で
は

｢実

験
チ
ラ
シ
｣
や

｢地
方
新
聞
の
広
生温

に
回
答
数
が

多
か
っ
た
。

23日 月24日
日曜日

　
　

　　

て
ノ

1
日

,大
き

曜

　　

　

v謠
し
。　　

ニ
ー
日
土
國

　　
　

　

　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

fo月乍5日 10月22日
金曜日

図 4 商店街推定来訪者数
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圓 道路などの彩色

圓 歩行者天国
　
　
　

1
1

礪

　
　

　
　
　

　　
　

2

サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

･
実
験
期
間
中
の
利
用
者
数
は
、
レ
ン
タ
ル
自
転
車
が

三
一三
人

(四
二
%
)、
自
転
車
タ
ク
シ
ー
が
六
四

人

(二
二
%
)
で
あ
っ
た
。

･
こ
の
他
に
手
段
の
提
供
以
外
に
持
ち
込
み
自
転
車
利

用
者
が
一
〇
八
人

(三
七
%
)
、
延
べ
二
九
五
人
で

あ
っ
た
。
実
験
三
日
間
で
は
二
四
日
の
利
用
者
が
最

も
多
く
一
八
五
人

(道
の
駅
来
訪
者
の
約
三
一%
)

で
あ
っ
た

(図
6
)。

･
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
町
外
来
訪
者
の
六
0
%
は

･
走
行
距
離
二
･
五
如

(片
道
)
の
距
離
感
は
、
八

“

一
%
が

｢ち
ょ
う
ど
良
い
｣
と
回
答
し
、
天
候
や
景

0

色
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

㈲

ド
、
商
店
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
様
々
な
要
因
を
含

セ

め
て
、
満
足
感
が
高
く
再
利
用
し
た
い
と
い
う
意
識

断

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

また利用したい
93.1% 54

図 7 レンタル自転車再度利用の意向
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汐ンゞロ

0

プ
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しク
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図

　

　

　

　

　

　

博

10

10

レ
ン
タ
ル
自
転
車
と
自
転
車
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て

道
の
駅
か
ら
商
店
街
へ
訪
れ
た
人
で
あ
っ
た
。

利
用
満
足
度
は
、
レ
ン
タ
ル
自
転
車
と
自
転
車
タ
ク

シ
ー
を
合
せ
て
九
六
%
が
満
足
と
回
答
、
九
三
%
が

再
利
用
の
意
向
を
示
し
た

(図
8
)。

ォ

濃
轡
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道の駅から商店街への経路別来訪者数 (実験期間10/22 ~ 24)

10/22 (金) to/23 (土) 10/24 (日)

きき凝き導きミ泳ぎ奏さ騒鰄啄まボ公然窓淀装滋

図 8 道の駅から商店街への来訪者数
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･
実
験
後
、
商
店
街
の
人
通
り
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
か

ら
賑
わ
い
創
出
の
持
続
性
は
見
ら
れ
ず
、
非
日
常
的

な
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

一
過
性
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
商
店
街
全
体
の
魅
力
向
上
と
い
っ
た
日
常
的
な

来
訪
者
へ
の
対
応
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

･
本
実
験
を
通
し
て
商
店
並
び
に
住
民
は
、
来
訪
者
か

ら
喜
ん
で
貰
う
に
は
自
ら
何
を
す
れ
ば
良
い
か
を
考

え
、取
り
組
ん
だ
こ
と
が
多
数
の
来
訪
に
つ
な
が
り
、

今
後
の
地
域
活
力
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。

･
道
の
駅
か
ら
の
移
動
ル
ー
ト
で
あ
る
久
比
較
自
転
車

道
の
有
効
性
の
高
さ
や
町
外
者
の
レ
ン
タ
ル
自
転
車

ニ
ー
ズ
の
高
さ
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
レ
ン
タ

ル
自
転
車
の
継
続
的
な
運
営
に
お
い
て
は
、
管
理
面

や
採
算
面
、
住
民
理
解
な
ど
今
後
検
討
す
べ
き
課
題

が
多
い
た
め
、
現
段
階
で
の
本
格
実
施
は
難
し
い
。

･
広
報
で
は
、
低
予
算
で
効
率
的
に
来
訪
者
の
手
元
へ

確
実
に
届
く
手
段
検
討
が
課
題
で
あ
る
。

◆
実
験
後
の
展
開
と
し
て

･
実
験
以
降
、
久
比
岐
自
転
車
道
を
利
用
す
る
サ
イ
ク

リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
実
施
の
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、

｢許
認
可
の
手
続
き

･
コ
ー
ス
利
用
で
の
諸
問
題
に

つ
い
て
｣
話
し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
。

本
実
験
で
試
行
し
た
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

は
、
設
立
へ
の
準
備
会
の
発
足
な
ど
、
よ
り
実
践
的

な
活
動
へ
の
計
画
立
案
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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道の駅から商店街への経路別来訪者割合




